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もしものときのために　防災 information
　

町
で
は
、地
域
と
各
防
災
関
係
機
関
・

団
体
が
連
携
・
協
働
し
た
中
で
、
災
害

に
強
い
安
心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り
の

推
進
と
地
域
住
民
の
防
災
意
識
の
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
「
総
合

防
災
訓
練
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
朝
日
地
域
と
湯
地
地
域
の

一
部
を
対
象
に
、
大
雨
を
想
定
し
た
訓

練
を
行
い
ま
す
。

　

災
害
が
起
き
た
時
に
落
ち
着
い
て
行

動
す
る
た
め
に
は
、
経
験
と
知
識
を
広

げ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。　

　

ご
自
身
や
ご
家
族
の
生
命
、
大
切
な

財
産
を
守
る
た
め
、
防
災
訓
練
に
参
加

し
ま
し
ょ
う
。

【
実
施
予
定
内
容
】

◆
日　

時

　

９
月
８
日
㈰　

午
前
８
時
～
正
午

※
雨
天
中
止

◆
場　

所

　

朝
日
ふ
れ
あ
い
公
園

◆
対
象
地
域

朝
日
町
内
会
、
朝
日
４
丁
目
町
内

会
、
湯
地
中
央
町
内
会
（
朝
日
・
湯

地
中
央
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
）

◆
訓
練
内
容

栗
山
町

総
合
防
災
訓
練

地
域
避
難
訓
練
（
避
難
者
移
送
訓

練
）、
水
防
工
作
訓
練
（
土
の
う
づ

く
り
）、
火
災
模
擬
実
験
、
救
護
訓

練
、
応
急
手
当
講
習
、
救
急
体
験
講

習
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
～
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）、
炊
き
出
し
訓
練

◆
災
害
体
験
・
展
示

煙
体
験
、
防
火
衣
試
着
体
験
、
防
災

グ
ッ
ズ
な
ど

※
対
象
地
域
以
外
の
方
も
、
見
学
や
災

害
体
験
・
展
示
見
学
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

町
総
務
課

広
報
・
防
災
・
情
報
グ
ル
ー
プ

☎
�
７
５
０
１

　

町
で
は
、
災
害
時
に
携
帯
電
話
で

災
害
・
避
難
情
報
を
町
民
の
皆
さ
ん

に
お
知
ら
せ
す
る
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
総
合
防
災
訓
練
で
は
、「
避

難
情
報
伝
達
広
報
訓
練
」
と
し
て

メ
ー
ル
配
信
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
メ
ー
ル
は
、
町
内
全
域
の
緊

急
速
報
メ
ー
ル
対
応
携
帯
電
話
の
全

て
に
配
信
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
間

違
え
の
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

（
配
信
内
容
）

【
訓
練
】
避
難
勧
告

こ
ち
ら
は
栗
山
町
で
す
。
本
日
、
午

前
８
時
、
昨
夜
か
ら
の
大
雨
に
よ
り

河
川
の
氾
濫
と
土
砂
災
害
が
発
生
す

る
危
険
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
栗
山
町

災
害
対
策
本
部
は
朝
日
地
域
と
湯
地

地
域
の
一
部
の
住
民
に
対
し
避
難
勧

告
を
発
令
し
ま
し
た
。
対
象
地
域
の

皆
さ
ん
は
避
難
を
開
始
し
て
く
だ

さ
い
。

※
こ
れ
は
訓
練
で
す
。

◎
実
際
に
避
難
勧
告
な
ど
を
発
表
す

る
場
合
も
緊
急
速
報
メ
ー
ル
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

緊
急
速
報
メ
ー
ル

（
エ
リ
ア
メ
ー
ル
）を
配
信

昨年の総合防災訓練の様子

【問い合わせ】
　国土交通省　北海道開発局　札幌開発建設部　江別河川事務所　☎ 011-382-2358
　　　　　　　　　　　　　　札幌開発建設部　河川整備保全課　☎ 011-611-0340

アクセスはこちら！
（パソコン）http://www.river.go.jp/　（スマートフォン）http://www.river.go.jp/s/

  大雨が降ったら、まずチェック！
  国土交通省川の防災情報

「川の水位と危険性」「川の予警報」などをリアルタイムでお知らせするウェブサイト
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名簿登録の対象者
　施設や病院などに長期入所・入院して
いない方で、次のいずれかに該当する方
①要介護認定 1 ～ 5 を受けている方
②身体障害者手帳 1 種 1・2 級の交付を

受けている方
③療育手帳の交付を受けている方
④精神障害者保健福祉手帳 1・2 級の交

付を受けている方
⑤その他支援を必要とする方（一人暮ら

しの高齢者などで希望する方）

住んでいて安心できる
まちづくりのために

避難行動要支援者名簿の
　　　　　　　取り組み

　

町
で
は
、
地
震
や
豪
雨
な
ど
の
災
害

が
発
生
し
た
際
、
避
難
時
に
特
に
支
援

を
必
要
と
す
る
方
の
情
報
を
共
有
す
る

た
め
、
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
作

成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

左
記
の
「
名
簿
登
録
の
対
象
者
」
に

該
当
し
、
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
名
簿
は
、
年
に
２
回
更

新
（
次
回
は
12
月
を
予
定
）
し
、
南
空

知
消
防
組
合
消
防
署
、
栗
山
警
察
署
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
社
会
福
祉
協

議
会
、
町
内
会
・
自
治
会
に
情
報
を
提

供
し
、
日
ご
ろ
か
ら
の
関
係
づ
く
り
や

防
災
活
動
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

【問い合わせ】
　町総務課広報・防災・情報グループ　☎ 73-7501

　

栗
山
小
学
校
で
は
、
災
害
時
に
お
け

る
危
険
を
認
識
し
、
日
常
的
な
備
え
を

行
う
と
と
も
に
、
状
況
に
応
じ
て
、
的

確
な
判
断
の
も
と
に
、
自
ら
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
の
行
動
が
で
き
る
知
識

を
身
に
付
け
る
た
め
、
左
記
の
日
程
で

「
く
り
っ
子
防
災
教
室
（
１
日
防
災
学

校
）」
を
行
い
ま
す
。

　

く
り
っ
子
の
防
災
活
動
の
よ
う
す
を

自
由
に
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

し
、
防
災
に
関
す
る
講
演
は
ど
な
た
で

も
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
多
く

の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

【
実
施
予
定
内
容
】

◆
月　

日　

９
月
28
日
㈯

◆
場　

所　

栗
山
小
学
校

◆
内　

容

○
午
前
８
時
45
分
～
10
時
20
分

　
（
体
育
館
）

　

防
災
に
関
す
る
講
演

　
（
校
庭
）

消
防
初
期
消
火
訓
練
、
煙
体
験
、
消

防
・
防
災
関
連
車
両
展
示

○
午
前
10
時
半
～
11
時
20
分

　
（
校
庭
）

放
水
訓
練
見
学
、
人
命
救
助
資
機
材

操
作
見
学
な
ど

※
雨
天
の
場
合
は
、
内
容
を
変
更
し
て

行
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

町
総
務
課

　

広
報
・
防
災
・
情
報
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
７
５
０
１

　

栗
山
小
学
校　

☎
�
１
１
７
９　

「
く
り
っ
子
防
災
教
室

（
１
日
防
災
学
校
）」

土
曜
授
業

昨年のくりっ子防災教室の様子
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継続使用の方

使用期間

支払い期 　　　　　10 月分 　　　　　11 月分

消費税率 8％ 10％

10 月より消費税率が 10％へ変更となるため、上下水道料金も 10％で計算します。
ただし、経過措置により 10 月 1日前から継続使用している方は、10 月検針分のみ消費税率８％で
計算し、翌 11 月検針分より消費税率 10％が適用となります。

上下水道料金が変わります

口径
上下水道料金（税込み）

10㎥ / 月 20㎥ / 月 30㎥ / 月

13 ミリ

変更前（8％） 5,503 円 10,385 円 15,396 円

変更後（10％） 5,605 円 10,577 円 15,681 円

影響額 102 円 192 円 285 円

20 ミリ

変更前（8％） 5,850 円 10,732 円 15,743 円

変更後（10％） 5,959 円 10,931 円 16,035 円

影響額 109 円 199 円 292 円

● 9 月 10 日は下水道の日です●
　「下水道の日」は、昭和 36 年に建設省（現国土交通省）、厚生省（現在は、環境省に所管変更）、日本下
水道協会が、整備の遅れていた下水道の全国的な普及促進を目的として「全国下水道促進デー」として制定
したのが始まりです。その後、平成 13 年に旧下水道法制定 100 年を記念して、より親しみのある「下水道
の日」という名称に変わりました。

●なぜ、9 月 10 日？●
　下水道の大きな役割のひとつである「雨水の排除」を念頭に、台風シーズンである 220 日にちなんで 9
月 10 日と定められました。（立春から数えて 220 日にあたる 9 月 10 日頃は、台風が多く、「にひゃくはつか」
と呼ばれています）

●下水道の普及率●
　平成 30 年 3 月 31 日現在、全国の下水道普及率（福島県の東日本大震災の影響による調査不能な市町村
を除く）は 78.8％、北海道は 91.0%、栗山町は 82.4% となっています。
　また、下水道だけでなく農業集落排水や合併浄化槽などを含めた汚水処理人口普及率（福島県の東日本大
震災の影響による調査不能な市町村を除く）は全国で 90.9%、北海道は 95.4%、栗山町は 92.4% です。
　下水道の日を機会に、今一度、下水道の役割、重要性を考えてみませんか。

9 月検針日
10 月 1 日

10 月検針日

※ 10 月１日以降に新規で上下水道の使用を始める場合、経過措置はありません。

おもに
一般家庭

おもに
事業所

10 月から消費税率が 10％に改正

【問い合わせ】
町上下水道課上下水道グループ　☎ 73-7514

みんなの

水 道

11 月検針日



5 広報くりやま　2019. 9

　８月 12 日、昨年に引き続き「サマーベー
スボールフェスティバル 2019」の最終日に、
栗山町民球場で北海道日本ハムファイター
ズ・ファーム（2 軍）と北海道社会人・学生
選抜との交流戦が行われました。
　この「サマーベースボールフェスティバル」
は、日本ハムファイターズの企業理念である

「Sports Community」を食や観光とも融合さ
せた新たな価値を創造する事業として地域の
活性化に貢献する取り組みで、栗山町の他に
も芦別市では 10 日に、苫小牧市では 11 日
にそれぞれ千葉ロッテマリーンズとのイース
タン・リーグ公式戦が行われました。
　試合当日は気温が 20 度までしか上がらず、
風が冷たく感じられたあいにくの空模様の
中、町内外から 2,335 人の観客が詰めかけ、
来場者は選手たちの活躍に熱い声援を送って
いました。
　開会式では佐々木学町長から両チームの監
督にメロンが贈呈されたほか、始球式を栗山
中学校野球部の小林海斗さんが行いました。
　また、球場内の特設会場では、まちの駅「栗
夢プラザ」やくりやまコロッケの屋台などが
出店し、きびだんごや揚げたてのコロッケな
ど町の名産品を販売していました。
　試合は、ファイターズ先発の宮台投手が２
回まで無失点としましたが、３回に１アウト
満塁の場面で大学選抜の生田目選手に対し、
押し出しの四球を与え、社会人・学生選抜チー
ムに先制点を許し、そのまま６投手の継投に
よりファイターズ打線を５安打に抑えた社会
人・学生選抜チームが勝利しました。

両監督にメロンを贈呈する佐々木学町長

どちらのチームも固い守りを見せました

始球式を務めた栗山中学校野球部の小林海斗さん

８月 12 日　サマーベースボールフェスティバル開催
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◆
住
宅
の
規
模

木
造
二
階
建
（
オ
ー
ル
電
化
）

○
一
戸
の
床
面
積

（
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）
約
53
㎡

（
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）
約
64
㎡

（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）
約
76
㎡

◆
締
め
切
り

11
月
15
日
㈮

◆
募
集
戸
数

（
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）
２
戸

（
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）
4
戸

（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）
２
戸

◆
申
込
要
件

○
町
内
在
住
も
し
く
は
在
勤
の
方
ま
た

は
町
内
に
居
住
す
る
こ
と
が
必
要

と
な
る
方

※
町
内
に
居
住
す
る
こ
と
が
必
要
と
な

る
方
は
、
町
内
へ
の
就
職
な
ど
の
理

由
が
あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

○
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
る
方

※
収
入
基
準
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
建
設
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◆
必
要
書
類

入
居
申
込
書
、
所
得
課
税
証
明
書
、

納
税
証
明
書
、
住
民
票
謄
本
、
婚
姻

を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
婚
約
証

明
書

※
入
居
申
込
書
お
よ
び
婚
約
証
明
書
の

様
式
は
、
建
設
課
に
あ
り
ま
す
。

◆
入
居
の
決
定

①
申
込
締
切
後
、
実
態
調
査
を
行
い
、

公
営
住
宅
入
居
選
考
委
員
会
で
審

査
の
上
、
入
居
の
可
否
が
決
定

②
決
定
後
、入
居
家
屋
の
抽
選
を
行
い
、

所
定
の
手
続
き
終
了
後
か
ら
入
居

◆
入
居
予
定
日

令
和
２
年
２
月
下
旬

◆
家　
賃

入
居
者
の
世
帯
収
入
や
住
宅
の
広

さ
な
ど
に
よ
り
決
定

【
問
い
合
わ
せ
】　

町
建
設
課
総
務
管
理
グ
ル
ー
プ

☎
�
７
５
１
２

公営住宅
入居者募集

角田地区に建設している公営住宅「曙団地」1 棟
8 戸が令和 2 年 1 月下旬に完成する予定です。

入居を希望される方は、期日までに町建設課総務
管理グループまでお申し込みください。

【位置図】

※ 1LDK の間取りを知りたい方は、建設課総務管理グループまでお問い合わせください。

曙  団  地

曙団地

コメリホームセンター
栗山店

栗山工業団地

至　岩見沢市

至　苫小牧市

角田

継立

栗山駅

国
道
２
３
４
号

道
道

道
道

3LDK（約 76㎡）

2LDK（約 64㎡）
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栗
山
町
の
「
マ
（
注
２
）レ
ウ
レ
ウ
の
森
」

ご
存
知
で
す
か
？

栗
山
町
は
平
成
30
年
４
月
１
日
、

滝
下
の
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
生
息
地
（
滝

の
上
国
有
林
２
０
１
７
㏊
）
を
対
象

に
、
多
様
な
動
植
物
が
生
息
す
る
森

林
の
保
全
・
活
用
を
目
的
と
し
た
、

ユ
ニ
ー
ク
な
「
マ
レ
ウ
レ
ウ
の
森
」

協
定
を
空
知
森
林
管
理
署
と
交
わ
し

て
い
ま
す
。

（
注
１
）「
亜
種
」
＝
生
物
の
分
類
区

分
で
種
の
下
位
区
分

（
注
２
）

「
マ
レ
ウ
レ
ウ
＝m

arew
rew

」

＝
蝶
の
ア
イ
ヌ
語
名

（
高
倉
）

【
問
い
合
わ
せ
】

町
史
編
さ
ん
室

☎
�
７
８
２
０

国
蝶
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
の
日
本
の

昭
和
32
年
、
日
本
昆
虫
学
会
で

「
国
蝶
」
と
定
め
ら
れ
た
オ
オ
ム
ラ

サ
キ
。
昭
和
60
年
に
高
橋
慎
さ
ん

（
現
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
の
会
事
務
局

長
）
が
御
大
師
山
で
確
認
し
、
栗
山

が
日
本
の
北
東
限
生
息
地
域
と
な
り

ま
し
た
。

平
成
元
年
、
郷
土
の
父
な
る
御
大

師
山
一
帯
を
環
境
庁
指
定
の
「
ふ
る

さ
と
い
き
も
の
の
里
」
に
選
定
。
こ

の
歴
史
と
未
来
を
育
む
、
自
然
と
人

間
が
共
存
す
る「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
オ
オ
ム
ラ
サ

キ
は
優
し
い
心
慈
し
む
「
ふ
る
さ
と

自
然
教
育
遺
産
」
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
８
年
に
は
滝
下
地
区
に

生
息
す
る
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
が
、
国
内

唯
一
の
亜（

注
１
）種「

ク
リ
ヤ
マ
エ
ン
シ
ス
」

と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
国
内
に
生
息
す
る
チ
ョ
ウ
は

２
６
４
種
類
で
、
北
海
道
は
１
１
９

種
類
。
栗
山
町
は
93
種
類
の
チ
ョ
ウ

が
生
息
し
、
多
様
な
森
林
帯
や
豊
か

な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
生
物
分
布

の
境
界
線
と
し
て
重
要
な
石
狩
低
地

帯
（
石
狩
平
野
）
の
南
東
に
位
置
し

て
い
ま
す
。

こんにちは！ 町史編さん室ですNo.39

北
東
限
生
息
地
は
栗
山
町
で
す

栗山秋まつり
栗 山 天 満 宮 例 大 祭
9 月 2 4 日 ㊋ ・ 2 5 日 ㊌ ・ 2 6 日 ㊍
9 ： 0 0 ～ 2 2 ： 0 0 （ 2 6 日 の み ～ 2 1 ： 0 0 ）

　 毎 年 3 0 0 を 超 え る 露 店 が な ら び 、 道 内 屈 指 の 規
模 を 誇 り ま す 。 ぜ ひ お 越 し く だ さ い 。

【 問 い 合 わ せ 】　
　 町 ブ ラ ン ド 推 進 課
　 ☎ 7 3 - 7 5 1 6
※ 栗 山 秋 ま つ り 開 催 に 伴 い 、 以 下 の と お り 町 内 各 所 に 臨 時
　 駐 車 場 を 用 意 し ま す 。
※ 臨 時 駐 車 場 以 外 の 施 設 や 店 舗 、 路 上 へ の 駐 車 は 禁 止 し ま す 。
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№ 17

J
R
室
蘭

線
を
利用して出か

け
よ
う
！

【問い合わせ】町経営企画課地域政策グループ　☎ 73-7502

秋の JR 室蘭線沿線は、おいしさがいっぱい。ご家族・ご友人と、のんびり列車の旅はいかがですか。

【岩見沢市】いわみざわ百
ひゃっぺい

餅祭り

　今年で 37 回目を迎える百餅祭り。秋の実りに感謝し、五穀豊穣、
商売繁盛などを祈願する歴史のあるお祭りです。直径約２メート
ル、重さ約５トンの世界一の大臼での餅つきは迫力満点です。
　長寿を祈願した餅まきも行われ、見物客にも振る舞われます。

【期　間】9 月 14 日㈯・15 日㈰・16 日㈷
【場　所】市内中心部（岩見沢市 4 条 2 丁目交差点ほか）
【問い合わせ】いわみざわ百餅まつり実行委員会　

☎ 0126-22-3470

【苫小牧市】2019 たるまえサンフェスティバル

　雄大な樽前山の麓で、バーベキューを満喫！！ステージイベン
トも盛りだくさんの内容で、家族で１日楽しめるイベントです。
※ JR 苫小牧駅北口より臨時バスが運行されます ( 料金 100 円）。

詳しくはお問い合わせください。
【期　間】9 月 14 日㈯・15 日㈰
【場　所】オートリゾート苫小牧アルテン ( 苫小牧市字樽前 421）
【問い合わせ】2019 たるまえサンフェスティバル実行委員会　

☎ 0144-34-7050

苫小牧発 追分発 由仁発 栗山発 岩見沢着
― 6:07 6:25 6:32 6:55

6:09 6:47 7:05 7:12 7:41
8:37 9:14 9:32 9:38 10:01

13:26 14:05 14:22 14:28 14:50
17:09 18:05 18:22 18:28 18:50
19:47 20:25 20:43 20:48 21:11
21:32 22:09 22:26 22:32 22:54

岩見沢発 栗山発 由仁発 追分発 苫小牧着
5:57 6:20 6:26 6:46 7:27
9:03 9:26 9:32 9:56 10:31

12:52 13:15 13:21 13:40 14:15
15:06 15:29 15:36 15:58 16:36
16:30 16:54 17:00 17:19 17:55
19:38 20:02 20:09 20:29 21:05
21:57 22:20 22:26 22:45 23:20

上り　苫小牧行き 下り　岩見沢行き
【JR 室蘭線時刻表】
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こんにちは！　私たち栗山青年会議所ですVOL.93

私
は
、
夕
張
川
関
連
事
業
を
担
当

し
て
い
る
、
結
の
精
神
確
立
委
員

会
副
委
員
長
の
西
岡
政
則
と
申
し

ま
す
。

栗
山
町
を
流
れ
る
夕
張
川
に
は
、

昔
サ
ケ
が
遡
上
し
て
い
ま
し
た
。
平

成
19
（
２
０
０
７
）
年
に
夕
張
川

の
水
質
調
査
を
行
い
、
サ
ケ
の
稚

魚
放
流
と
、
そ
れ
に
伴
っ
た
稚
魚

の
里
親
事
業
が
結
果
を
結
び
、
皆

様
の
ご
協
力
も
あ
っ
て
、
平
成
27

（
２
０
１
５
）
年
に
は
国
道
２
３
４

号
沿
い
に
あ
る
栗
沢
頭
首
工
に
、
魚

道
「
サ
ー
モ
ン
ロ
ー
ド
」
を
設
置
し

ま
し
た
。

サ
ケ
の
自
然
産
卵
へ
向
け
た
環
境

の
整
備
、
流
域
住
民
と
の
地
域
の
垣

根
を
超
え
た
ロ
ー
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
を
目
指
し
、
昨
年
よ
り
、
株

式
会
社
北
海
道
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト

リ
ン
グ
様
の
ご
協
力
の
も
と
、
夕
張

川
流
域
の
企
業
様
へ
寄
付
型
自
動
販

売
機
（
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
ベ
ン
ダ
ー
）

の
設
置
を
進
め
て
お
り
、
自
動
販
売

機
の
売
上
金
の
一
部
を
夕
張
川
関
連

の
事
業
費
に
充
て
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
夕
張
川
関
連
事
業
の
賛

サ
ケ
の
帰
っ
て
く
る
川
を
目
指
し
て

同
で
、
現
在
20
社
以
上
の
ご
協
力
の

も
と
、
設
置
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
今
後
も
、
よ
り
多
く
の
企

業
様
に
賛
同
い
た
だ
け
る
よ
う
邁
進

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

９
月
14
日
に
は
、
夕
張
川
自
然
再

生
協
議
会
と
共
催
で
河
川
清
掃
と
川

の
中
の
い
き
も
の
捕
獲
・
観
察
会
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
町
内
会
だ
け
で

は
な
く
、
ま
ち
全
体
、
夕
張
川
流
域

の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
自
然
に
ふ
れ
合

う
こ
と
の
出
来
る
環
境
と
、
サ
ケ
が

自
然
産
卵
出
来
る
川
の
環
境
に
な
れ

ば
素
晴
ら
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

栗
山

なかよし動物園前にハロウィーンフォトスポットを設置します。
今年度はバージョンアップしてリニューアルしました！
また、みんなが楽しめるよう、仮装グッズを無料貸し出しします。
仲良く、譲り合いながら、楽しんでください！！
記念の１枚をぜひ、残してくださいね。
※仮装グッズは必ず、あった場所にきちんと戻してください。

●期　間　９月２１日㈯～１０月３１日㈭
●場　所　なかよし動物園入口前
●時　間　１０：００～１６：００

だより栗山公園
令和元（2019）年 9 月号

【問い合わせ】
　栗山公園案内所　☎ 72-0706
　指定管理者　
　　株式会社たかはしダリア

QR コードから
アクセス

9・10 月のイベント 「Ｈａｐｐｙ　Ｈａｌｌｏｗｅｅｎ♪」

［最新情報を簡単アクセス］
★栗山公園公式ホームページ
  http://t-daria.com/parktop

★栗山公園 facebook
  http://www.facebook.com/kuriyamakouen/

★栗山公園オフィシャルブログ
  http://ameblo.jp/kuriyamapark

★栗山公園メルマガ
  http://t-daria.com/parktop/contact.html#magazine

↓↓↓栗山公園の最新情報はこちら↓↓↓

Vol.138
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今月の暮らし

生
活
・
安
全

安
全
で
安
心
な
ま
ち
を
目
指
し
て

【問い合わせ】　
　町住民保健課
　生活安全
　グループ
　☎ 73-7510

９
月
30
日
㈪
は
、
交
通
事
故

死
「
ゼ
ロ
」
を
目
指
す
日
で
す
。

運
動
の
重
点
目
標

日
没
時
間
が
早
ま
る
こ
と
に

よ
る
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
高
齢

歩
行
者
・
自
転
車
の
事
故
防
止

を
は
じ
め
、
次
の
活
動
な
ど
を

推
進
し
ま
す
。

・
子
ど
も
と
高
齢
者
の
安
全
な

通
行
の
確
保
と
高
齢
運
転
者

の
交
通
事
故
防
止

・
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行

中
・
自
転
車
乗
用
中
の
交
通

事
故
防
止

・
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

正
し
い
着
用
の
徹
底

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

○
交
差
点
で
は
一
時
停
止
し
安

全
確
認
を
！

一
時
停
止
の
標
識
、
表
示

の
あ
る
交
差
点
や
見
通
し
の

け
、
反
射
材
を
自
転
車
の
前

後
や
側
面
に
も
付
け
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
夜
間
に
走
行
す

る
と
き
は
白
・
黄
色
な
ど
の

明
る
く
目
立
つ
色
の
服
装
を

し
て
、周
り
か
ら
「
見
え
る
」

こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
自
転
車
も
飲
酒
運
転
禁
止
！

自
転
車
は
「
軽
車
両
」
と

い
う
車
の
一
種
で
す
。
自
転

車
で
あ
っ
て
も
飲
酒
運
転
は

道
路
交
通
法
違
反
に
な
り
ま

す
。絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
荷
物
は
積
み
過
ぎ
な
い
！

片
手
運
転
は
し
な
い
！

荷
物
の
「
積
み
す
ぎ
」
や

「
ハ
ン
ド
ル
に
ぶ
ら
さ
げ
て

の
運
転
」
な
ど
は
、
ふ
ら
つ

き
の
原
因
に
な
り
ま
す
。「
傘

を
さ
し
て
運
転
す
る
」「
犬

を
引
い
て
運
転
す
る
」「
携

帯
電
話
を
使
用
し
な
が
ら
運

転
す
る
」
な
ど
の
片
手
運
転

も
、
大
変
危
険
で
す
の
で
や

め
ま
し
ょ
う
。

悪
い
交
差
点
で
は
、
必
ず

一
時
停
止
を
し
て
、
左
右

の
安
全
を
よ
く
確
か
め
ま

し
ょ
う
。

○
自
転
車
は
車
道
の
左
端
通

行
が
原
則
！

車
道
で
は
左
端
を
、
自
転

車
の
通
れ
る
歩
道
で
は
車
道

寄
り
を
通
行
す
る
こ
と
が
原

則
で
す
。
歩
道
を
通
行
す
る

際
は
す
ぐ
停
止
で
き
る
よ
う

な
速
度
で
通
行
し
、
歩
行
者

の
通
行
を
妨
げ
る
場
合
は
、

一
時
停
止
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

○
信
号
を
守
っ
て
模
範
を
示
し

ま
し
ょ
う
！

信
号
無
視
は
、
自
転
車
の

交
通
事
故
原
因
の
ト
ッ
プ
に

必
ず
入
る
ほ
ど
の
大
変
危
険

な
交
通
行
動
で
す
。
信
号
は

必
ず
守
っ
て
、
周
り
に
模
範

を
示
し
ま
し
ょ
う
。

○
夜
間
は
必
ず
「
ラ
イ
ト
」
を

点
灯
！

夜
間
は
必
ず
ラ
イ
ト
を
つ

○
レ
ン
タ
カ
ー
に
は
運
転
手
は

付
い
て
い
ま
せ
ん

レ
ン
タ
カ
ー
と
運
転
手
が

一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
サ
ー

ビ
ス
（
レ
ン
タ
カ
ー
事
業
者

が
借
受
人
に
対
し
て
紹
介
や

あ
っ
せ
ん
す
る
こ
と
も
含

む
）
は
、
い
わ
ゆ
る
「
白
バ

ス
」「
白
タ
ク
」
と
呼
ば
れ

る
法
律
に
違
反
す
る
行
為
で

す
の
で
、
利
用
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

○
「
白
バ
ス
」「
白
タ
ク
」
を

利
用
し
て
事
故
に
遭
っ
た
場

合
、
保
険
の
適
用
が
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す

違
法
な
「
白
バ
ス
」「
白

タ
ク
」
を
利
用
し
て
、
万
が

一
、
事
故
に
遭
っ
て
負
傷
し

た
場
合
、
適
切
な
損
害
賠
償

が
な
さ
れ
ず
、
治
療
費
な
ど

の
金
銭
的
損
害
額
を
利
用
者

自
身
が
全
額
負
担
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。

自
転
車
に
乗
る
と
き
の

安
全
ポ
イ
ン
ト

○
運
転
手
付
き
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

の
手
配
は
、
国
土
交
通
大
臣

の
許
可
を
受
け
た
貸
切
バ
ス

事
業
者
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

道
路
運
送
法
の
許
可
を
受

け
た
貸
切
バ
ス
事
業
者
の
車

両
は
「
緑
ナ
ン
バ
ー
」（
緑

地
白
字
ま
た
は
白
地
緑
字
緑

外
枠
）
が
付
い
て
い
ま
す
。

道
路
運
送
法
の
許
可
を
受

け
た
貸
切
バ
ス
事
業
者
に
は

「
領
収
証
」
や
「
運
送
引
受

書
」（
運
行
経
路
、
貸
切
バ

ス
事
業
者
の
住
所
、
連
絡
先

な
ど
、
運
賃
お
よ
び
料
金
の

額
な
ど
を
記
載
し
た
書
類
）

な
ど
の
関
係
書
類
を
利
用
者

へ
交
付
す
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
お
り
、
口
約
束
の

み
で
運
行
を
行
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

レ
ン
タ
カ
ー
を
利
用
さ
れ
る
皆
さ
ん
へ

「
白
バ
ス
」「
白
タ
ク
」
は
違
法
行
為
で
す
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設
置
を
助
成
し
ま
す

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

【問い合わせ】　
　町環境政策課
　環境政策
　グループ
　☎ 73-7511

　町では、今年も「栗肥土」秋の特別販
売を行います。秋の特別販売は、5 袋購
入された方に 1 袋プレゼントの特典付き
です。ぜひ、この機会にお買い求めくだ
さい。

【日　時】
　10 月 5 日㈯　9：00 ～

【場　所】
　役場駐車場車庫前
※春の特別販売時と同様になります。

【価　格】
　１袋（10kg）300 円

【販売数量】
　500袋
（１人10袋まで）
※無くなり次第終了
　なります。

堆 肥

「栗
く り ぴ っ と

肥土」 秋の特別販売

お
知
ら
せ
し
ま
す

資
源
ご
み
出
荷
・
売
却
状
況

平
成
30
年
度
は
、
家
庭
お
よ

び
事
業
所
か
ら
出
さ
れ
る
ご
み

排
出
量
の
う
ち
、
約
29
％
に
あ

た
る
１
１
９
２
ト
ン
を
資
源
ご

み
と
し
て
町
内
外
の
リ
サ
イ
ク

ル
業
者
へ
出
荷
し
ま
し
た
。
そ

の
売
却
金
額
約
２
８
６
万
円

（
詳
細
は
表
の
と
お
り
）
は
貴

【表】平成 30 年度  資源ごみ売却金額内訳
ごみの種類 売却額（円） 割合（％）

缶　類 862,810 30.1
ペットボトル 397,740 14.0
びん類 10,940 0.4
紙　類 1,350,160 47.2
金属類 112,500 4.0
廃　油 94,000 3.3
古　布 30,876 1.0

合　計 2,859,026 100.0

10 月 18 日㈮に、「ごみ処理施設見学会」を行い
ます。実際にごみの処理施設を見学していただくこ
とで、町民の皆さんにごみ分別などに対する理解を
深めていただきたいと考えていますので、ぜひご参
加ください。
※申込時期など詳細は、広報くりやま 10 月号でお

知らせします。

　　　　　　

ごみ処理施設見学会を行います

◆
対
象
者

新
築
ま
た
は
既
存
の
住
宅
に

「
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
」

を
設
置
す
る
方
、
も
し
く
は

「
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
」

付
き
建
売
住
宅
（
新
築
に
限

る
）
を
購
入
す
る
方
で
、

本
人
お
よ
び
同
居
す
る
家
族

が
町
税
等
を
滞
納
し
て
い
な

い
方

◆
対
象
と
な
る
「
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
」

太
陽
電
池
の
最
大
出
力
合
計

値
が
10
㎾
未
満
で
、
未
使
用

の
も
の

◆
補
助
対
象
経
費

太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
設
置

費
な
ど
、
そ
の
他
発
電
シ
ス

テ
ム
の
設
置
に
必
要
な
工
事

に
係
る
経
費

◆
補
助
金
額

太
陽
電
池
最
大
出
力
値
（
㎾

表
示
）
に
４
万
８
千
円
を
乗

じ
た
額
で
上
限
は
21
万
円

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
補
助
制
度

◆
申
請
方
法

補
助
金
交
付
申
請
書
な
ど
を

町
環
境
政
策
課
に
提
出

※
詳
細
は
環
境
政
策
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
補
助
金
交
付
決
定
後
に
工
事

着
工
と
な
る
た
め
、
事
前
に

申
請
が
必
要
で
す
。

重
な
財
源
と
し
て
、
ご
み
処
理

業
務
に
充
て
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
の
資
源
ご
み
も
、
き

れ
い
な
状
態
で
な
け
れ
ば
リ
サ

イ
ク
ル
業
者
に
引
き
取
っ
て
も

ら
え
ま
せ
ん
。
汚
れ
が
残
っ
て

い
る
資
源
ご
み
は
、
資
源
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
「
人
の

手
」
に
よ
り
洗
浄
や
再
分
別
を

行
っ
て
い
ま
す
。
資
源
ご
み
を

出
す
際
に
は
、
汚
れ
を
落
と
す

ひ
と
手
間
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

去年のごみ処理場見学会の様子
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今月の健
け ん こ う

幸

元
気
が
一
番

保
健
の
お
知
ら
せ

【問い合わせ】　
　町住民保健課
　健康推進
　グループ
　☎ 73-2256

H
ealthHea

lth
H
e

althHeal

th
e
a
lt
h９

月
は
健
康
増
進
普
及
月
間
で
す
！

マ
ナ
ー
か
ら
ル
ー
ル
へ

平
成
30
年
７
月
、
健
康
増
進
法
の
一

部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

で
、
望
ま
な
い
受
動
喫
煙
を
防
止
す
る

た
め
の
配
慮
は
、
マ
ナ
ー
か
ら
ル
ー
ル

へ
変
わ
り
ま
す
。

●
多
く
の
施
設
で
屋
内
が
原
則
禁
煙

●
20
歳
未
満
の
方
は
喫
煙
エ
リ
ア
へ
立

ち
入
り
禁
止

●
屋
内
で
の
喫
煙
に
は
、
喫
煙
室
の
設

置
が
必
要

●
喫
煙
室
に
は
標
識
掲
示
が
義
務
付
け

※
改
正
法
は
、
令
和
２
年
４
月
１
日
よ

り
全
面
施
行
さ
れ
ま
す
。

予
想
よ
り
大
き
な
受
動
喫
煙
の
害

た
ば
こ
は
、「
決
め
ら
れ
た
場
所
で

吸
え
ば
迷
惑
は
か
か
ら
な
い
」
と
考
え

る
方
も
い
ま
す
が
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

た
ば
こ
の
煙
は
、主
流
煙
、副
流
煙
、

呼
出
煙
の
３
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
喫

煙
し
な
い
人
が
、
副
流
煙
や
呼
出
煙
を

吸
わ
さ
れ
る
こ
と
を
「
受
動
喫
煙
」
と

言
い
ま
す
。

た
ば
こ
の
煙
の
目
に
見
え
る
粒
子
部

分
は
た
っ
た
10
％
で
、
目
に
見
え
な

い
ガ
ス
の
部
分
が
90
％
を
占
め
て
い

ま
す
。

ま
た
、
喫
煙
者
の
吐
く
息
に
は
、
た

ば
こ
を
吸
っ
て
い
な
い
時
で
も
、
た
ば

こ
由
来
の
有
害
物
質
（
約
４
０
０
０
種

類
）
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
酸
欠
状
態

を
起
こ
す
物
質
の
一
酸
化
炭
素
に
つ
い

て
は
、
１
本
吸
う
と
長
時
間
、
息
か
ら

出
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

喫
煙
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
リ
ス

ク
が
伴
い
ま
す
。
が
ん
の
発
症
率
を
高

め
る
こ
と
以
外
に
も
、
心
筋
梗
塞
・
く

も
膜
下
出
血
の
発
症
率
の
増
加
、
口
臭

の
原
因
、
肌
荒
れ
や
し
わ
の
増
加
、
歯

周
病
も
増
や
し
ま
す
。

自
分
と
家
族
の
健
康
を
守
る
た
め
に

も
、
あ
ら
た
め
て
禁
煙
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
！

も
っ
と
歩
け
る
足
づ
く
り

け
ん
そ
く
（
健
足
）
サ
ロ
ン
か
ら
の
お

知
ら
せ

７
月
か
ら
11
月
ま
で
全
10
回
の
け
ん

そ
く（
健
足
）サ
ロ
ン
が
、ま
ち
の
駅「
栗

夢
プ
ラ
ザ
」で
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

け
ん
そ
く
（
健
足
）
サ
ロ
ン
は
、
体

操
や
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
、
理
学
療
法
士

が
健
康
な
足
の
作
り
方
を
ア
ド
バ
イ
ス

し
て
い
ま
す
。

９
月
は
、
足
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
習
慣

と
知
識
を
身
に
つ
け
、
高
齢
に
な
っ
て

も
歩
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
ま
た
、

履
い
て
出
か
け
た
い
と
思
え
る
靴
選
び

の
コ
ツ
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

※
く
り
や
ま
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
が
１
ポ

イ
ン
ト
入
り
ま
す
。

◆
日
　
程

９
月
５
日
㈭

「
そ
の
靴
で
大
丈
夫
？
～
足
の
健
康

を
守
る
靴
の
選
び
方
」

９
月
19
日
㈭

「
足
の
ト
ラ
ブ
ル
、
見
逃
し
て
い
ま

せ
ん
か
？
」

◆
時
　
間　

午
後
１
時
半
～
２
時
半

◆
対
　
象　

年
代
問
わ
ず
ど
な
た
で
も

◆
場
　
所　
ま
ち
の
駅「
栗
夢
プ
ラ
ザ
」

※
受
講
料
無
料
・
申
込
不
要
で
す
。

集
団
健
（
検
）
診
の
お
知
ら
せ

◆
日
　
程　

９
月
19
日
㈭　

女
性
限
定

９
月
20
日
㈮

◆
場
　
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

◆
健
診
機
関　

北
海
道
結
核
予
防
会

◆
受
診
で
き
る
項
目

特
定
健
診
・
生
活
習
慣
病
予
防
健

診
・
い
き
い
き
健
診
・
各
種
が
ん
検

診
（
胃
・
肺
・
大
腸
・
子
宮
・
乳
）

※
定
員
が
あ
る
の
で
、
お
早
め
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
項

目
に
は
対
象
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は

「
保
健
サ
ー
ビ
ス
ガ
イ
ド
」
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

主流煙 直接たばこから吸い込む煙
副流煙 たばこが燃焼するときの煙
呼出煙 喫煙者の息から出る煙

【たばこの煙】
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９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」

９
月
８
日
㈰
か
ら
14
日
㈯
ま
で

の
１
週
間
は
「
救
急
医
療
週
間
」

で
す
。

「
救
急
の
日
」
お
よ
び
「
救
急
医

療
週
間
」
は
、
救
急
医
療
や
救
急
業

務
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
に
理
解
と
認

識
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
か
つ
、
救

急
医
療
関
係
者
の
意
識
高
揚
を
図
る

た
め
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
ば
に
い
る
あ
な
た
が

「
最
初
の
救
急
隊
」

救
急
の
日
特
別
講
座

病
気
や
け
が
は
、
い
つ
起
こ
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。
家
族
や
身
近
な
人

が
突
然
目
の
前
で
倒
れ
た
時
、
救
命

処
置
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
救
え
る
命
が
あ
り
ま
す
。

救
急
講
習
で
大
切
な
命
を
救
う
た

め
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
の
使
用
方
法
、
心
肺
蘇
生
法
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日　
時

９
月
9
日
㈪

午
前
10
時
半
～
11
時
半　

◆
場　
所

ま
ち
の
駅
「
栗
夢
プ
ラ
ザ
」

◆
内　
容

救
急
隊
に
よ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱

い
、
心
肺
蘇
生
法
、
応
急
処
置
な
ど

の
講
習

レ
ン
タ
ル
用
Ａ
Ｅ
Ｄ

消
防
署
で
は
、
町
内
会
行
事
や

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
イ
ベ
ン
ト
な

ど
の
開
催
時
に
発
生
し
た
心
肺
停
止

傷
病
者
の
救
命
活
動
に
備
え
る
た
め

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い

ま
す
。

◆
申
請
方
法

申
請
書
（
消
防
署
備
付
）
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
消
防
署
ま
で

提
出

【
問
い
合
わ
せ
】

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署

生
活
安
全
課

☎
�
０
１
５
０

に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

「cafe

＆bar

く
り
と
く
ら
」
と

「
宿
泊
施
設
く
り
と
ま
る
」
が
皆
様

に
な
じ
み
の
あ
る
お
店
に
な
る
よ

う
、
ま
た
栗
山
町
と
町
外
を
結
び
、

ま
ち
の
魅
力
発
信
の
拠
点
と
な
れ
る

よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
！
精
一
杯
頑
張
り
ま
す

の
で
、
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

町
Ｐ
Ｒ
隊
事
務
所

☎
�
７
７
２
９

cafe

＆bar

く
り
と
く
ら
２
階

（
旧
昭
和
堂
時
計
店
）

「
く
り
と
ま
る
」
が
オ
ー
プ
ン

新しい力で栗山を元気に！ 地域おこし協力隊ですNo.39

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
！
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
井
上
で
す
。

７
月
号
で
お
知
ら
せ
し
て
い
た
宿

泊
施
設
「
く
り
と
ま
る
」
が
８
月
６

日
に
完
成
し
、
同
日
、
披
露
会
を
行

い
ま
し
た
。
佐
々
木
学
町
長
を
は
じ

め
、
商
店
街
関
係
者
の
皆
様
、
日
ご

ろ
か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
方
々

を
お
招
き
し
、
多
く
の
激
励
の
言
葉

を
頂
戴
し
ま
し
た
。

完
成
し
た
部
屋
を
見
て
も
ら
い
、

「
自
分
た
ち
だ
け
で
こ
れ
だ
け
作
っ

た
こ
と
は
す
ご
い
」
「
雰
囲
気
が
オ

シ
ャ
レ
で
素
敵
」
な
ど
の
お
褒
め
の

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

昭
和
堂
時
計
店
当
時
の
頃
を
知
っ
て

い
る
方
は
「
こ
の
家
具
は
当
時
の
物

か
な
」
と
当
時
の
様
子
を
懐
か
し
く

思
い
出
す
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
栗
山

町
に
来
て
、
た
っ
た
２
年
の
私
が
、

一
つ
の
施
設
開
業
に
携
わ
ら
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
役
場
担

当
者
と
協
力
隊
Ｏ
Ｂ
が
積
み
上
げ
て

き
た
、
人
と
人
と
の
繋
が
り
が
あ

り
、
多
く
の
方
が
応
援
し
て
く
れ
た

お
か
げ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
本
当
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という名の家族

子どもがキラキラ育つまち

【問い合わせ】　
　町福祉課
　福祉・子育てグループ
　☎ 73-2222

　町では平成 27 年３月に「栗山町子ども子育て支援事業計画」を策定し、平成 28 年９月に「栗山
町子ども健やか育み宣言」をしました。町・個人・企業の宣言があり、これから皆さんにご紹介して、
今一度「子育て支援」について考えていきたいと思います。
　今回は、栗山町の宣言の一部を要約してご紹介します。

子どもは、未来への希望であり、いつの時代も地域の宝、町の財産です。子どもたちが、心身
ともに健康に、自分らしく成長しいきいきとひかり輝くことはすべての町民の願いです。子ど
もたちが、愛情を受けて健やかに育つためには、産み育てる保護者が安心して子育てできる環
境づくりが必要と考えます。家庭・学校・地域・行政すべてが連携協力し、まちが一つの家族
となれる、「まちという名の家族」～子どもがキラキラ育つまち～を目指すことを宣言します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　栗山町長  

一、町民一人ひとりが、やさしさと思いや
りを持ち『子どもの権利』を尊重すると
ともに、子育て中の親子を温かく見守り
ます。

※子ども権利条約・・・子ども（18 歳以下
の児童）の①生きる権利②守られる権利
③育つ権利④参加する権利を尊重する観
点から子どもの最善の利益を実現するも
のです。

一、子どもの健やか育ちを支えるために、地
域全体が子ども及び子育て家庭への関心
を持ち、子育てしやすい環境づくりに努
めます。

一、子どもは地域の宝です。子育ち・子育て
に関する施策の推進に積極的に取り組み、
必要な支援体制を整えます。

※子どもや子育てに関する施策は、「栗山町
子ども・子育て会議」を設置して、アン
ケートの結果や委員の方々の意見を聞き
ながら今年度中に「第２期栗山町子ども・
子育て支援事業計画」作成し支援体制を
整えて行きます。

お
知
ら
せ

「
第
10
回
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を

左
記
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。
ご
家
族
で
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
　
時

　

10
月
６
日
㈰　

午
前
10
時
～
12
時
半

◆
場
　
所

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

◆
対
　
象

　

就
学
前
の
乳
幼
児
と
そ
の
家
族

※
後
日
対
象
の
お
子
さ
ん
に
は
チ
ラ
シ
で

詳
細
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

栗山町子ども健やか育み宣言栗山町子ども健やか育み宣言 をご存知ですか？
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広報紙

ニュース

予防接種の
お知らせ

自治体がもっと身近になる機能が盛りだくさん！

イベント 仕事

まちづくり 住まい

福祉 子ども

健康 環境

New

※アプリの使用は無料ですが、通信費は回線ごとのご負担となります。 
※広告が表示されますが、各自治体とは何ら関係ありません。

ダウンロードはこちらから

【マチイロに関する問い合わせ】株式会社ホープ　☎092-716-1404

役立つ行政情報を
見逃さない！

自分に合わせた
情報が届く！

いろいろなマチの
魅力をお届け！

1 2 3

マ チ を 好 き に な る ア プ リ

行政情報アプリ「マチイロ」で
「広報くりやま」が見られます！

　

消費生活消費生活消費生活

横断質横断質相談室 です

南空知消費生活相談室

勤労者
福祉センター

毎週
月・木曜日

13：00
～ 16：00

☎ 72-3581毎月
第 2・4 水曜日

13：00
～ 15：00

【国民生活センターより】
　大手電話会社の子会社を名乗る事業者から、

「令和 2（2020）年以降アナログ回線が廃止さ
れる。今の電話が使えなくなるので光回線に切
り替えないか」と電話が来た。不審に思い断っ
たが、この会社の言っていることは本当なのか。

（70 歳代　女性）
< 注意事項 >
● NTT 東日本と NTT 西日本は令和 6（2024）

年以降、固定電話の IP 網への移行に伴い電
話会社の設備の切り替えを予定しています。

●この設備切替に便乗し、「固定電話や固定電
話の番号が使えなくなる」「料金が安くなる」
といった勧誘文句で営業する業者に注意しま

しょう。
● IP 網への移行後も現在使用中の電話機や電

話番号はそのまま使うことができます。設備
切替に伴う手続きや回線工事も不要です。

● IP 網移行に便乗した電話や訪問での勧誘が
今後も増える可能性があります。不要な勧誘
はきっぱり断りましょう。

●納得できなければその場で返事をせず、家
族や周囲の人に相談しましょう。

●困ったときは南空知消費生活相談室にご連
絡ください。

【問い合わせ】
　南空知消費生活相談室　☎ 72-3581

　認知症になっても安心して住み続けられる町
を目指し、オレンジカフェを開催しています。
どなたでも参加可能ですので、気軽にお越しく
ださい。

　９月のテーマは「騙されるな！あの手この手　
特殊詐欺～正しい知識で身を守りましょう～」
です。
　栗山警察署のお巡りさんが最新の情報と対処
法を教えてくれます。知ることが、詐欺を防ぐ
最善の方法です。ご参加をお待ちしています！

【日時】9 月 18 日㈬ 13:30 ～ 15:00
【場所・問い合わせ】

　ガーデンハウスくりやま（朝日 4）
　☎ 72-2600

固定電話が使えなくなる？
IP網への移行に便乗した勧誘に注意！

オレンジカフェオレンジカフェオレンジカフェ
を開設を開設を開設
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く
り
や
ま
の
夏
を
彩
る
、

盆
踊
り
が
栗
山
・
角
田
・

継
立
の
３
地
区
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
浴
衣
姿
や
人
気
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
な
ど
に
扮
し
た
参
加
者
が

や
ぐ
ら
を
囲
ん
で
太
鼓
の
音
に

合
わ
せ
て
踊
り
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。
ま
た
、
豪
華
景
品
が

当
た
る
仮
装
大
会
を
行
う
地
区

も
あ
り
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま

で
夏
の
夜
を
楽
し
み
ま
し
た
。

旭
日
双
光
章
を
受
章
さ
れ

た
椿
原
紀
昭
前
町
長
の

叙
勲
を
祝
う
会
が
7
月
28
日
、

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ「
E
k
i
」

で
行
わ
れ
、
関
係
者
な
ど
約

1
4
0
人
が
出
席
し
、
受
章

を
祝
福
し
ま
し
た
。同
会
で
は
、

長
年
の
友
人
で
あ
る
鈴
木
宗
男

参
議
院
議
員
を
は
じ
め
、
多
く

の
ご
来
賓
が
お
祝
い
の
言
葉
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
椿

旭
日
双
光
章
受
章
を
祝
福

椿
原
前
町
長
叙
勲
を
祝
う
会

まちの話題では、町内の行事や出来事を紹介しています。
広報に掲載できなかった話題は町ホームページに掲載しています。

【URL】http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/ 栗山町 検索栗山町 検索

２
０
１
９
匠
ま
つ
り
が
８

月
３
日
、
商
店
街
イ
ベ

ン
ト
広
場
で
開
か
れ
、
町
内
外

か
ら
多
く
の
親
子
連
れ
が
集
ま

り
ま
し
た
。
木
材
や
モ
ノ
づ
く

り
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う

た
め
、
く
り
や
ま
の
匠
た
ち
が

主
催
し
、
今
年
で
13
回
目
。
会

場
で
は
、
参
加
者
が
金
づ
ち
や

釘
を
使
っ
て
本
立
て
や
ア
ク
セ

原
さ
ん
の
功
績
を
振
り
返
る
ス

ラ
イ
ド
映
像
が
上
映
さ
れ
、
当

時
の
活
躍
を
懐
か
し
く
思
い
返

し
て
い
ま
し
た
。
あ
い
さ
つ
の

中
で
椿
原
さ
ん
は
「
受
章
で
き

た
の
は
、
町
民
は
も
ち
ろ
ん
、

こ
こ
に
い
る
皆
さ
ん
の
お
か
げ

で
す
。
厚
情
に
報
い
、
こ
れ
か

ら
も
精
進
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。 

真
夏
の
夜
を
華
や
か
に

町
内
各
地
で
盆
踊
り

木
と
ふ
れ
あ
う
一
日
に

２
０
１
９
匠
ま
つ
りサ

リ
ー
、
虫
か
ご
な
ど
を
作
っ

た
ほ
か
、
木
材
で
作
ら
れ
た
ボ

ウ
リ
ン
グ
や
輪
投
げ
な
ど
の
遊

具
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
ま

た
、
イ
ベ
ン
ト
ス
テ
ー
ジ
で
は

た
る
き
切
り
大
会
や
釘
早
打
ち

大
会
が
行
わ
れ
、
佐
々
木
学
町

長
も
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

に
参
加
し
、
会
場
は
大
い
に
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

③
か
さ
踊
り
の
子
ど
も
た
ち
と
泉
徳

苑
入
居
者
が
一
緒
に
や
ぐ
ら
を
囲
ん

で
踊
る
角
田
地
区

真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
釘
を
打
つ
子
ど

も
た
ち

①

②

①職員から花束を贈
呈され叙勲受章を祝
福される椿原さん

②同郷の友人である
鈴木宗男参議院議員
から祝辞をいただく

①
ユ
ニ
ー
ク
な
仮
装
で
盛
り
上
が
る
継

立
地
区

②
ア
ニ
メ
「
お
し
り
た
ん
て
い
」
な
ど

手
の
込
ん
だ
仮
装
が
目
立
つ
栗
山
地
区

①

②

③



17 広報くりやま　2019. 9

栗山町 検索栗山町 検索

町
産
の
タ
マ
ネ
ギ
を
味
わ

い
、
そ
の
お
い
し
さ
を

知
っ
て
も
ら
お
う
と
、 

８
月
９

日
、
早
ど
れ
タ
マ
ネ
ギ
大
試
食

会
が
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ

ｋ
ｉ
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
タ

マ
ネ
ギ
農
家
を
は
じ
め
、
関
係

者
や
町
民
な
ど
約
50
人
が
参

加
。
札
幌
な
ど
で
活
躍
す
る

シ
ェ
フ
３
人
が
招
待
さ
れ
、
新

品
種
の
「
ス
マ
イ
ル
ボ
ー
ル
」

と
れ
立
て
の
味
を
楽
し
む

早
ど
れ
タ
マ
ネ
ギ
大
試
食
会

町
主
催
の
令
和
元
年
度
戦

没
者
追
悼
式
が
、
８
月

20
日
、
角
田
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
遺

族
や
関
係
者
約
70
人
が
参
加

し
、
戦
争
で
亡
く
な
ら
れ
た
町

出
身
の
戦
没
者
4
1
1
人
に
祈

り
を
捧
げ
ま
し
た
。
黙
と
う
の

後
、
佐
々
木
学
町
長
は
「
栗
山

町
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
戦
没
者

恒
久
平
和
を
願
っ
て

戦
没
者
追
悼
式

の
皆
さ
ま
が
築
き
上
げ
た
礎
の

上
に
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
ふ

る
さ
と
栗
山
の
発
展
に
ご
加
護

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
念
願
い
た

し
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し

た
。
ま
た
、
栗
山
詩
吟
愛
好
会

有
志
に
よ
る
詩
吟
朗
詠
が
行
わ

れ
た
後
、
参
列
者
全
員
で
献
花

を
行
い
、
戦
没
者
の
ご
冥
福
と

恒
久
の
平
和
を
祈
り
ま
し
た
。

暮
ら
す
よ
う
に
宿
泊
滞
在

く
り
と
ま
る
完
成
披
露
会

生
で
食
べ
て
も
お
い
し
い
タ
マ
ネ
ギ

「
ス
マ
イ
ル
ボ
ー
ル
」

参
列
者
全
員
が
献
花
を
行
い
恒
久
平

和
を
祈
り
ま
し
た

が
サ
ラ
ダ
な
ど
に
調
理
さ
れ
た

ほ
か
、
町
産
の
「
さ
ら
さ
ら

レ
ッ
ド
」
を
使
用
し
た
イ
ン
ス

タ
ン
ト
の
ス
ー
プ
が
振
る
舞
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
マ
イ
ル

ボ
ー
ル
の
丸
か
じ
り
も
行
わ

れ
、佐
々
木
学
町
長
を
は
じ
め
、

丸
か
じ
り
し
た
参
加
者
は
「
辛

く
な
い
」「
甘
く
て
食
べ
や
す

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

地
域
密
着
型
カ
フ
ェ
バ
ル

「
く
り
と
く
ら
」
に
新
し

く
宿
泊
滞
在
施
設
「
く
り
と
ま

る
」
が
併
設
さ
れ
、
8
月
6

日
に
完
成
披
露
会
と
宿
泊
施
設

内
覧
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
1

階
居
間
と
2
階
一
部
は
地
域

お
こ
し
協
力
隊
員
を
中
心
に
改

装
し
ま
し
た
。
宿
泊
者
が
よ
り

町
に
溶
け
込
み
、
暮
ら
す
よ
う

に
滞
在
し
て
も
ら
う
た
め
、
リ

ビ
ン
グ
な
ど
は
共
有
ス
ペ
ー
ス

に
な
っ
て
い
ま
す
。
完
成
披
露

会
で
佐
々
木
学
町
長
は
「
若
者

が
集
い
、
町
に
元
気
を
発
信
し

て
い
く
場
と
な
っ
て
ほ
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
田
中
農
園
ベ
ル

フ
ァ
ー
ム
の
い
ち
ご
が
入
っ
た

飲
み
物
で
乾
杯
し
ま
し
た
。
宿

泊
滞
在
施
設
「
く
り
と
ま
る
」

は
正
式
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
現

在
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

①

②

① 1 階ゲストハウス
は少人数の滞在向け
でゆったりとした空
間が広がる

② 2 階ゲストハウス
はグループの滞在向
けで白い壁が特徴的
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納 税 に 関 す る 相 談町税務課課税グループ　☎ 7 3 - 7 5 0 5 町税務課収納グループ　☎ 7 3 - 7 5 0 6課税内容に関する問い合わせ

町税納期限

9 月 30 日 （月）

納税は便利な口座振替を
ご利用ください。

固 定 資 産 税　　　　  ③期

国民健康保健税　　　　③期

介 護 保 険 料　　　　  ③期

後期高齢者医療保険料   ③期
} 全てコンビニで納付ができます。

の
助
成
の
対
象
と
な
る
児
童
お
よ

び
保
護
者

◆
助
成
内
容

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
際
の

児
童
お
よ
び
保
護
者
１
人
分
の
最

低
運
賃
の
1/2
を
助
成

※
他
の
割
引
制
度
を
利
用
し
た
場
合

は
、
制
度
利
用
後
の
運
賃
の
1/2
を

助
成
し
ま
す
。

◆
申
請
受
付

平
成
31
年
４
月
～
令
和
元
年
９
月

分
（
上
期
分
）
の
申
請
を
受
け
付

け
ま
す
。
申
請
に
必
要
な
書
類
な

ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◆
申
請
期
限

10
月
18
日
㈮

◆
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

町
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ

ル
ー
プ

☎
�
２
２
２
２

精
神
に
障
が
い
の
あ
る
方
の
通
所
に

係
る
交
通
費
を
助
成
し
ま
す

◆
対　

象　

町
内
に
住
所
を
有
し
居
住
し
て
い

る
精
神
に
障
が
い
の
あ
る
方
（
発

達
障
が
い
を
含
む
）

◆
助
成
内
容　

次
に
挙
げ
る
町
外
の
障
が
い
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
へ
の
通
所
に

係
る
交
通
費
助
成

特
定
疾
患
な
ど
の
患
者
に
通
院
費
を

助
成
し
ま
す

◆
対　

象

特
定
疾
患
の
治
療
や
人
工
透
析
の

た
め
通
院
（
合
併
症
に
よ
る
町
外

の
医
療
機
関
へ
の
通
院
を
含
む
）

さ
れ
て
い
る
方

◆
助
成
内
容

通
院
費
の
一
部
を
助
成

◆
申
請
受
付

平
成
31
年
４
月
～
令
和
元
年
９
月

分
（
上
期
分
）
の
申
請

◆
必
要
書
類

申
請
書
、
印
鑑
、
通
院
証
明
書

※
北
海
道
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業

実
施
要
綱
に
よ
る
医
療
受
給
者

証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
は
、

通
院
証
明
書
の
代
わ
り
に
病
院

で
発
行
す
る
領
収
書
の
提
出
に

よ
る
申
請
が
可
能
で
す
。

◆
申
請
期
限

10
月
9
日
㈬

◆
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

町
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ

ル
ー
プ

☎
�
２
２
２
２

発
達
・
療
育
支
援
が
必
要
な
お
子
さ

ん
の
医
療
費
な
ど
を
助
成
し
ま
す

○
医
療
費
の
助
成

◆
対　

象　

町
内
在
住
の
児
童

◆
助
成
内
容　

療
育
ま
た
は
発
達
支
援
を
目
的
と

し
た
医
療
機
関
へ
の
通
院
に
係
る

児
童
の
医
療
費

（
道
立
子
ど
も
総
合
医
療･

療

育
セ
ン
タ
ー
（
コ
ド
モ
ッ
ク
ル
）

そ
の
他
の
医
療
機
関
）

※
各
医
療
費（
重
度
心
身
障
が
い
者
、

ひ
と
り
親
家
庭
、
子
ど
も
医
療
な

ど
）
の
助
成
を
受
け
て
い
る
方
は

除
き
ま
す
。

○
児
童
通
所
支
援
事
業
利
用
料
金
の

助
成

◆
対　

象　

児
童
通
所
支
援
事
業
（
児
童
発
達

支
援
、
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

な
ど
）
利
用
者

◆
助
成
内
容

・
町
内
事
業
所
（
町
子
ど
も
発
達
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
含
む
）
利
用

料
金
の
全
額
を
助
成

・
町
外
事
業
所
利
用
料
金
の
1/2

を
助
成

○
交
通
費
の
助
成

◆
対　

象　

町
外
の
医
療
機
関
お
よ
び
児
童
通

所
支
援
事
業
所
を
利
用
し
、
前
期

く
ら
し

（該
当
事
業
所
）

・
自
立
訓
練
、
就
労
移
行
支
援
ま
た

は
就
労
継
続
支
援
を
行
う
事
業
所

・
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
を

行
う
事
業
所

・
そ
の
他
精
神
に
障
が
い
の
あ
る
方

の
社
会
参
加
を
促
進
す
る
事
業
を

行
う
事
業
所
な
ど

（
助
成
額
）

・
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
際
の

最
低
運
賃
の
1/2
を
助
成

・
定
期
乗
車
券
を
利
用
し
て
い
る
場

合
は
１
日
当
た
り
の
乗
車
料
金
に

通
所
日
数
を
乗
じ
た
額
の
1/2
を

助
成

※
身
体
障
が
い
者
手
帳
ま
た
は
療
育

手
帳
を
お
持
ち
の
方
、
生
活
保
護

受
給
者
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

※
事
業
所
の
送
迎
を
利
用
し
て
い
る

場
合
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

◆
申
請
受
付

平
成
31
年
３
月
～
令
和
元
年
８
月

分
（
上
期
分
）
の
申
請
を
受
け
付

け
ま
す
。
申
請
に
必
要
な
書
類
な

ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◆
申
請
期
限

９
月
27
日
㈮

◆
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

町
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ

ル
ー
プ

☎
�
２
２
２
２
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　国民年金の保険料には、本人・世帯主・配偶者の前年の所得が一定以下の場合、申請して承認さ
れると納付が免除される制度があります。
一部免除を受けた残りの保険料は必ず納めなければなりません。納めていない期間は未納扱いと
なりますのでご注意ください。

【問い合わせ】住民保健課住民グループ　☎ 73－ 7509

国 民 年 金
「一部免除を受けたときは残りの保険料の納付を忘れずに！」

　全額免除   ４分の３免除 　半額免除   ４分の１免除

　免除額          16,410 円            12,310 円             8,200 円              4,100 円

　保険料                     0 円               4,100 円             8,210 円            12,310 円

特
殊
詐
欺
被
害
防
止
の
た
め
の
留
守

番
電
話
設
定
を
承
り
ま
す

特
殊
詐
欺
被
害
に
遭
わ
な
い
た

め
に
は
犯
人
と
会
話
を
し
な
い
こ

と
が
大
切
で
す
。
在
宅
時
で
も
常

に
留
守
番
電
話
機
能
を
設
定
し
て

お
き
、
相
手
を
確
認
し
て
か
ら
電

話
に
出
る
よ
う
に
す
る
と
、
犯
人

と
話
さ
ず
に
済
み
ま
す
。

栗
山
警
察
署
で
は
、
警
察
官

が
留
守
番
電
話
の
設
定
お
よ
び

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
吹
き
込
み
を
行
う

出
前
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
留
守
番
電
話
の
設
定
が
分

か
ら
な
い
、
ま
た
は
留
守
番
電
話

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
録
音
方
法
が
分
か

ら
な
い
と
い
っ
た
方
（
高
齢
者
な

ど
）は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

栗
山
警
察
署
生
活
安
全
課

☎
�
０
１
１
０

改
正
健
康
増
進
法（
受
動
喫
煙
対
策
）

平
成
30
年
７
月
、
健
康
増
進
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
成
立

し
ま
し
た
。
法
改
正
に
よ
っ
て
今

後
ほ
と
ん
ど
の
施
設
が
原
則
屋
内

禁
煙
に
な
り
、
た
ば
こ
を
吸
わ
な

い
方
が
受
動
喫
煙
に
あ
う
機
会
は

大
き
く
減
少
す
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
今
後
も
、
よ
り
一
層
の
健
康

リ
ス
ク
の
低
減
に
向
け
た
整
備
が

進
め
ら
れ
ま
す
。

◆
改
正
内
容

①
学
校
・
医
療
機
関
・
児
童
福
祉
施

設
・
行
政
機
関
の
庁
舎
が
、
７
月

か
ら
原
則
敷
地
内
禁
煙
（
必
要
な

措
置
が
取
ら
れ
た
場
合
に
限
り
、

屋
外
に
喫
煙
所
の
設
置
が
可
能
）

②
一
般
の
会
社
・
工
場
・
飲
食
店
・

遊
技
場
な
ど
が
、
令
和
２
年
４
月

か
ら
原
則
屋
内
禁
煙

・
類
型
・
場
所
ご
と
に
所
定
の
要
件

に
適
合
す
れ
ば
各
種
喫
煙
室
の
設

置
が
可
能

・
喫
煙
可
能
な
設
備
を
持
っ
た
施
設

に
、
指
定
さ
れ
た
標
識
の
掲
示
を

義
務
付
け

・
20
歳
未
満
の
方
（
従
業
員
含
む
）

は
喫
煙
が
目
的
で
な
く
て
も
、
喫

煙
エ
リ
ア
に
立
ち
入
り
禁
止

※
令
和
２
年
４
月
の
全
面
施
行
ま
で

は
、
施
設
に
よ
り
、
喫
煙
室
の
設

備
や
標
識
の
掲
示
な
ど
が
完
備

さ
れ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
保
健
所

企
画
総
務
課
企
画
係

☎
０
１
２
６
⑳
０
１
１
６

ＦＡＸ
０
１
２
６
㉒
２
５
１
４

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://jyudokitsuen.m
hlw.

go.jp/
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令和元（2019）年度
栗山町ふるさと応援寄附金
4/1 ～ 7/31 までの総数　5,526 件

【問い合わせ】
　町経営企画課地域政策グループ  ☎ 73-7502

栗山町ふるさと応援寄附金への
ご厚意ありがとうございます。

79,356,254 円

食
品
表
示
法
の
経
過
措
置
終
了

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
加
工

食
品
へ
の
栄
養
成
分
表
示
が
義
務

化
さ
れ
、
一
般
用
の
加
工
食
品
に

は
新
た
に
、
食
品
単
位
（
１
０
０

ｇ
、
１
食
分
な
ど
）
あ
た
り
の
熱

量
・
た
ん
ぱ
く
質
・
脂
質
・
炭
水

化
物
・
食
塩
相
当
量
の
５
項
目
の

表
示
が
必
須
と
な
り
ま
し
た
。

経
過
措
置
の
終
了
が
令
和
２
年

３
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
経
過
措
置
の
終
了
ま
で
に

速
や
か
な
表
示
の
切
り
替
え
に
努

め
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
表
示
可
能
面
積
が
小
さ

い
も
の
（
約
30
㎠
以
下
）、
酒
類
、

栄
養
の
供
給
源
と
し
て
の
寄
与
が

小
さ
い
も
の
や
、
小
規
模
事
業
者

が
販
売
す
る
も
の
（
ス
ー
パ
ー
な

ど
小
規
模
で
な
い
事
業
者
を
介
し

販
売
す
る
場
合
を
除
く
）
な
ど
は

省
略
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
保
健
所

企
画
総
務
課
企
画
係

☎
０
１
２
６
⑳
０
１
１
６

北
海
道
保
健
福
祉
部

健
康
安
全
局
地
域
保
健
課

☎
０
１
１
（
２
３
１
）
４
１
１
１

北
海
道
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
栄
養

や
健
康
等
の
表
示
に
つ
い
て
」

http://www.pref.hokkaido.
lg.jp/hf/kth/syokuhinhyouji.
htm

ダ
ニ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

春
か
ら
秋
に
か
け
て
、
農
作

業
・
キ
ャ
ン
プ
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

な
ど
、
山
や
草
む
ら
で
活
動
す
る

機
会
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
ダ
ニ

は
民
家
の
裏
庭
や
裏
山
・
畑
・
あ

ぜ
道
な
ど
身
近
な
と
こ
ろ
に
生
息

し
て
い
ま
す
。

ダ
ニ
に
咬
ま
れ
る
こ
と
で
、

・
重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群

（
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｓ
）

・
ダ
ニ
媒
介
脳
炎

・
ラ
イ
ム
病

・
つ
つ
が
虫
病

・
日
本
紅
斑
熱

な
ど
に
感
染
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
野
外
で
は
マ
ダ
ニ
を
見
つ

け
や
す
く
す
る
た
め
明
る
い
色
の

服
を
着
用
し
、
腕
・
足
・
首
な
ど

は
、
肌
の
露
出
を
少
な
く
し
ま

し
ょ
う
。

ダ
ニ
に
咬
ま
れ
た
時
は
無
理
に

引
き
抜
こ
う
と
せ
ず
、
体
調
の
変

化
に
気
を
付
け
て
、
発
熱
な
ど
が

あ
っ
た
時
は
皮
膚
科
な
ど
の
医
療

機
関
で
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
保
健
所

健
康
推
進
課
保
健
係

☎
０
１
２
６
⑳
０
１
１
５

全
国
労
働
衛
生
週
間

そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
、
健
康
保

持
増
進
に
つ
い
て
の
意
識
を
高

め
、
そ
の
取
り
組
み
を
前
進
さ
せ

ま
し
ょ
う
。

◆
ス
ロ
ー
ガ
ン

健
康
づ
く
り
は　

人
づ
く
り　

み
ん
な
で
つ
く
る　

健
康
職
場

◆
期　

間

・
準
備
期
間

9
月
１
日
㈰
～
30
日
㈪

・
本
期
間

10
月
１
日
㈫
～
７
日
㈪

◆
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
労
働
基
準
監
督
署
（
第
三

方
面
）

☎
０
１
２
６
㉒
４
４
９
０

10
月
１
日
か
ら
年
金
生
活
者
支
援
給

付
金
制
度
が
は
じ
ま
り
ま
す 

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、

公
的
年
金
な
ど
の
収
入
や
所
得
額

が
一
定
基
準
以
下
の
年
金
受
給
者

の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
年

金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も

の
で
す
。
給
付
金
を
受
け
取
る
に

は
請
求
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

ご
案
内
や
事
務
手
続
き
は
、
日

本
年
金
機
構
（
年
金
事
務
所
）
が

実
施
し
ま
す
。

◆
対　

象

○
老
齢
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

以
下
の
要
件
を
全
て
満
た
し
て

い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
65
歳
以
上

・
請
求
書
の
世
帯
全
員
の
市
町
村
民

税
が
非
課
税

・
前
年
の
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所

得
額
の
合
計
が
約
88
万
円
以
下

○
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金

を
受
給
し
て
い
る
方

以
下
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
前
年
の
所
得
額
が
約
４
６
２
万
円

以
下

◆
請
求
手
続
き

①
平
成
31
年
４
月
１
日
以
前
か
ら
年

金
を
受
給
し
て
い
る
方

対
象
と
な
る
方
に
は
、
９
月
上
旬

以
降
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
請
求

手
続
き
の
ご
案
内
が
届
き
ま
す
。

同
封
の
ハ
ガ
キ
に
記
入
し
、
お
早

め
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

②
こ
れ
か
ら
年
金
の
請
求
手
続
き
を

す
る
方

年
金
の
請
求
手
続
き
を
行
う
際

に
、
給
付
金
の
請
求
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
31
年
４
月
２
日
以
降
に
年
金

の
請
求
手
続
き
を
し
た
方
は
、

く
ら
し
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年
金
の
請
求
書
と
一
緒
に
給
付

金
の
請
求
書
が
送
付
さ
れ
て
い

ま
す
。
年
金
の
請
求
手
続
き
を

し
た
際
に
併
せ
て
、
給
付
金
の

受
け
付
け
を
し
て
い
る
の
で
、

新
た
に
手
続
き
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

※
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労
働
省
か

ら
口
座
番
号
を
お
聞
き
し
た
り
、

手
数
料
な
ど
の
金
銭
を
求
め
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
年
金
機

構
な
ど
を
装
っ
た
不
審
な
電
話
や

案
内
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

「
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」

☎
０
５
７
０
（
０
５
）
４
０
９
２

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

「
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
に
関
す
る

説
明
会
」
を
開
催
し
ま
す

◆
内　

容

①
軽
減
税
率
制
度（
軽
減
対
象
品
目
、

帳
簿
・
請
求
書
な
ど
の
記
載
方
法
、

税
額
計
算
な
ど
）
の
概
要

②
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
（
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
）
の
概
要

③
軽
減
税
率
制
度
へ
対
応
す
る
た
め

の
中
小
事
業
者
へ
の
支
援
措
置
に

つ
い
て

◆
対　

象

全
て
の
事
業
者

◆
日　

時

９
月
２
日
㈪
、
５
日
㈭
、
６
日
㈮

午
前
10
時
～
11
時

午
後
２
時
～
３
時

◆
場　

所

岩
見
沢
税
務
署　
２
階
会
議
室

（
岩
見
沢
市
２
条
東
４
丁
目
５
番

地
１
）

◆
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
税
務
署　

総
務
課　

☎
０
１
２
６
（
５
１
）
１
０
０
９

自
殺
予
防
週
間
パ
ネ
ル
展

９
月
10
日
は
世
界
自
殺
予
防

デ
ー
で
す
。
国
で
は
、
毎
年
９
月

10
日
か
ら
の
１
週
間
を
「
自
殺
予

防
週
間
」と
し
て
定
め
て
い
ま
す
。

岩
見
沢
保
健
所
で
は
本
週
間
に

併
せ
て
、
う
つ
病
や
自
殺
予
防
に

係
る
普
及
啓
発
を
目
的
と
し
た
パ

ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日　

時

９
月
10
日
㈫
～
16
日
㈷

午
前
９
時
～
午
後
７
時
半

◆
場　

所

で
あ
え
ー
る
岩
見
沢　

２
階　

ひ
な
た
広
場

◆
内　

容

①
パ
ネ
ル
の
展
示
（
15
枚
）

・
北
海
道
の
自
殺
の
現
状
、
う
つ
病

な
ど
の
精
神
疾
患
と
自
殺

・
う
つ
病
の
サ
イ
ン
や
症
状

・
自
殺
の
危
険
を
示
す
サ
イ
ン
や
対

応
方
法
ほ
か

②
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示

③
う
つ
病
予
防
や
相
談
窓
口
な
ど
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
配
布

④
こ
こ
ろ
の
健
康
度
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー

ナ
ー
の
設
置

◆
問
い
合
わ
せ

空
知
総
合
振
興
局
保
健
環
境
部

健
康
推
進
課
健
康
支
援
係

☎
０
１
２
６
⑳
０
１
２
２

催

し

お
詫
び

　

広
報
く
り
や
ま
8
月
号
に
掲

載
し
ま
し
た
内
容
に
一
部
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て

訂
正
し
ま
す
。

◆
9
ペ
ー
ジ

こ
ん
に
ち
は
！
町
史
編
さ
ん
室

で
す
（
第
２
段
落
７
行
目
）

誤　

今
井
栄
作
書

正　

今
井
永
作
書

木 の 城 た い せ つ 大 感 謝 祭 ・ 花 火

（ 花 火 打 ち 上 げ は 1 8 ： 3 0 を 予 定 ）

【 場 　 所 】
　 木 の 城 栗 山 工 場 敷 地 内 （ 旭 台 ）

【 問 い 合 わ せ 】
　 株 式 会 社 木 の 城 た い せ つ  ☎ 011-781-7310

9 月 2 3 日 ㈷ 　 1 1 ： 0 0 ～ 1 9 ： 0 0



赤い羽根 共同募金キャンペーン事業
　秋まつり期間を「赤い羽根共同募金キャンペーン期間」
として、募金協力いただいた方に赤い羽根のステッカーと
赤い羽根ピンバッチをお渡しします。
　皆さんのご理解とご協力をお願いします。
　赤い羽根ピンバッチは募金 100 円からお渡しします。

9 月 18 日㈬　
　継立神社祭典会場

　【問い合わせ】栗山町共同募金委員会事務局（町社会福祉協議会内）☎ 72-1322

9 月 24 日㈫～ 26 日㈭　
　栗山天満宮例大祭会場
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栗
山
町
都
市
計
画
審
議
会
委
員

令
和
元
年
11
月
10
日
を
も
っ
て

委
員
の
任
期
が
満
了
と
な
り
ま

す
の
で
、
次
期
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

◆
内　

容

都
市
計
画
を
決
定
す
る
場
合
の
事

前
審
議
、
都
市
計
画
に
関
す
る
事

項
に
つ
い
て
調
査
審
議
な
ど

※
年
２
回
程
度
の
会
議
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

（
平
日
の
昼
間
開
催
、
１
回
に
つ

き
報
酬
４
０
０
０
円
）

◆
任　

期

令
和
元
年
11
月
11
日
～

令
和
３
年
11
月
10
日
（
２
年
間
）

◆
公
募
委
員
数

１
人
（
総
委
員
数
８
人
）

◆
応
募
資
格

町
内
に
在
住
、
在
勤
、
ま
た
は
在

学
さ
れ
て
い
る
満
18
歳
以
上
の
方

（
３
機
関
以
上
の
審
議
会
・
委
員

会
委
員
の
方
は
不
可
）

◆
応
募
方
法

専
用
の
申
込
書
に
記
入
し
提
出

（
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル

可
）。
様
式
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

◆
選
考
方
法

申
込
書
に
よ
る
書
類
選
考
お
よ
び

面
談

◆
応
募
期
間

９
月
２
日
㈪
～
20
日
㈮

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

町
建
設
課
技
術
グ
ル
ー
プ

☎
�
７
５
１
３　

FAX
�
６
３
５
５　

メ
ー
ル gijutsu-g@

town.kuriyam
a.hokkaido.jp

令
和
２
年
度

南
空
知
消
防
組
合
消
防
職
員
募
集

◆
採
用
予
定
人
員　

・
消
防
署
（
栗
山
）
２
人

・
由
仁
支
署　
１
人

・
長
沼
支
署　
１
人

・
南
幌
支
署　
１
人

◆
採
用
条
件

・
救
急
救
命
士
資
格
取
得
者
（
令
和

２
年
３
月
資
格
取
得
見
込
み
者
含

む
）
で 
平
成
９
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
者

※
採
用
内
定
後
救
急
救
命
士
の
資
格

を
取
得
で
き
な
い
場
合
は
、
内
定

を
取
り
消
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
心
身
強
健
で
、
視
力
両
眼
で
０
・

８
以
上
・
左
右
各
０
・
５
以
上

（
眼
鏡
可
）
お
よ
び
聴
力
が
正
常

な
者

・
採
用
時
普
通
自
動
車
免
許
１
種
取

得
者
（
見
込
み
含
む
）
で
、
勤
務

地
に
居
住
で
き
る
者

・
採
用
時
に
大
型
自
動
車
免
許
を
取

得
し
て
い
な
い
者
は
採
用
後
、
大

型
自
動
車
免
許
取
得
条
件
に
達
し

た
後
、
同
免
許
を
取
得
す
る
こ
と

※
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は

受
験
で
き
ま
せ
ん
。

・
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者

・
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
規
定
す

る
欠
格
事
項
に
該
当
す
る
者

◆
提
出
書
類　

履
歴
書
・
卒
業
証
明
書
（
見
込

み
含
む
）・
学
業
成
績
書
・
健
康

診
断
書  

自
動
車
運
転
免
許
証

（
写
）・
救
急
救
命
士
資
格
取
得
者

は
免
許
証
（
写
）・
消
防
職
員
採

用
候
補
者
勤
務
希
望
地
申
出
書

※
履
歴
書
・
健
康
診
断
書
・
消
防
職

員
採
用
候
補
者
勤
務
希
望
地
申
出

書
は
、
南
空
知
消
防
組
合
指
定
用

紙
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
限

９
月
27
日
㈮ （
締
切
日
必
着
）

◆
１
次
試
験

・
日　
時

10
月
20
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
３
時
予
定

・
場　
所

南
空
知
消
防
組
合
消
防
本
部

・
科　
目

一
般
教
養
・
作
文
・
適
性
検
査
・

体
力
測
定

※
２
次
試
験
（
面
接
試
験
）
は
11
月

上
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、
１
次
試
験
結
果
の
通
知
時

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
そ
の
他
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

南
空
知
消
防
組
合
消
防
本
部
総

務
課

☎
�
１
８
３
５

赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習
会
・
救
急

員
養
成
講
習
会

急
病
人
や
け
が
人
に
正
し
く
応

急
手
当
が
で
き
る
知
識
と
技
術
を

身
に
つ
け
る
た
め
の
、
日
常
で
役

立
つ
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
場　

所

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
し
ゃ
る
る
」

◆
定　

員

各
20
人

○
基
礎
講
習
会

◆
日　

時

10
月
13
日
㈰

午
後
０
時
半
～
４
時
半

◆
対　

象

満
15
歳
以
上
の
方

◆
受
講
料

１
５
０
０
円

◆
申
込
期
限

10
月
２
日
㈬

※
講
習
会
当
日
、
検
定
を
行
い
合
格

募

集

講

習



ま ち の i
n

f o r
m

a t i
o

月 n9
September

く
ら
し

催
　
し

講
　
習

募
　
集

試
　
験

相
　
談
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さ
れ
た
方
に
「
赤
十
字
救
急
法
基

礎
講
習
修
了
者
認
定
証
」
を
交
付

し
ま
す
。
こ
の
認
定
証
は
５
年
間

有
効
で
当
講
習
会
を
受
講
す
る
こ

と
に
よ
り
更
新
さ
れ
ま
す
。

○
救
急
員
養
成
講
習
会

◆
日　

時

10
月
20
日
㈰
・
27
日
㈰

午
前
８
時
45
分
～
午
後
４
時
半

◆
対　

象

救
急
法
基
礎
講
習
を
修
了
し
認

定
さ
れ
た
満
15
歳
以
上
の
方

※
過
去
に
救
急
法
基
礎
講
習
を
終
了

し
認
定
さ
れ
た
方
も
申
し
込
み
を

受
け
付
け
ま
す
。

◆
受
講
料

１
７
０
０
円

◆
申
込
期
限

10
月
９
日
㈬

※
全
日
程
の
講
習
終
了
後
、
検
定
を

行
い
合
格
者
に
「
赤
十
字
救
急
法

救
急
員
認
定
証
」を
交
付
し
ま
す
。

（
認
定
証
は
５
年
間
有
効
）

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

町
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ

ル
ー
プ
内
（
日
赤
栗
山
町
分
区

事
務
局
）

☎
�
２
２
２
２

FAX
�
２
２
６
６

赤
十
字
幼
児
安
全
法
支
援
員
養
成
講

習
会

幼
児
期
に
起
こ
り
や
す
い
事
故

や
病
気
に
つ
い
て
知
識
を
深
め
、

子
ど
も
の
安
全
と
事
故
防
止
に
つ

い
て
の
講
習
を
行
い
ま
す
。

※
終
了
時
に
講
習
会
受
講
証
を
発
行

し
ま
す
。

◆
日　

時

９
月
29
日
㈰
、
10
月
６
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
受
け
付

け
ま
す
。

◆
場　

所

栗
山
赤
十
字
病
院　
２
階
会
議
室

◆
受
講
費

１
８
０
０
円

◆
問
い
合
わ
せ

栗
山
赤
十
字
病
院　

成
田

☎
�
１
０
１
５

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

◆
日　

程

岩
見
沢
市　
10
月
１
日
㈫

札
幌
市　
10
月
８
日
㈫

12
月
５
日
㈭　

◆
場　

所

岩
見
沢
市　

岩
見
沢
地
区
消
防
事
務
組
合　

消
防
署
庁
舎

札
幌
市　
　

北
海
道
自
治
労
会
館

◆
受
講
対
象

〇
危
険
物
取
扱
者
従
事
者
で
平
成
29

年
３
月
31
日
以
前
に
保
安
講
習
を

受
講
さ
れ
た
方

〇
新
た
に
危
険
物
取
扱
従
事
さ
れ
る

方
で
、
免
状
交
付
日
ま
た
は
保
安

講
習
受
講
日
以
降
に
お
け
る
最
初

の
４
月
１
日
か
ら
３
年
以
上
経
過

し
て
い
る
方

◆
受
付
期
間

講
習
日
の
10
日
前
ま
で
（
定
員
に

な
り
次
第
締
切
）

◆
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安

全
課

☎
�
０
１
５
０

令
和
元
年
度
後
期
技
能
検
定

試
験

◆
受
付
期
間

　

10
月
７
日
㈪
～
18
日
㈮

◆
等　

級

　
１
～
３
級
、
単
一
等
級

◆
実
施
職
種

　

配
管
、
鉄
筋
施
工
、
建
築
大
工

な
ど

◆
受
検
資
格

　

各
職
種
と
も
所
定
の
実
務
経
験
な

ど
が
必
要

※
経
験
年
数
の
短
縮
・
免
除
お
よ
び

実
施
職
種
、
受
検
手
数
料
な
ど
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

空
知
地
方
技
能
訓
練
協
会

　

滝
川
市
流
通
団
地
３
丁
目
６
番
23

号　

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
空

知
内

　

☎
０
１
２
５
㉔
１
８
８
０

無
料
法
律
相
談

◆
日　

時

　
９
月
20
日
㈮

　

午
後
1
時
～
4
時

◆
場　

所

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
し
ゃ
る
る
」

◆
内　

容

　

札
幌
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士
に
よ

る
30
分
程
度
の
法
律
相
談

◆
申
込
方
法

　

事
前
に
電
話
で
予
約

◆
相
談
料　

　

無
料
（
定
員
6
人
）

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
�
1
３
２
２

試

験

相

談
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　町民の皆さん、こんにちは。
　残暑も日ごとに和らぎ、初秋の季節
となりましたが、いかがお過ごしでしょ
うか。

　７月 30 日から 8 月 2 日の 4 日間、
猛暑の東京に出張し、各関係省庁や空知
選出の国会議員に事業要望を行ってき
ました。
　空知管内 24 市町の首長 24 人が 4 班
に分かれ、人口減少・過疎化が進む空知
地方の現状と課題を踏まえた事業要望
を行ったほか、栗山町単独の要望活動も
行いました。
　栗山町単独の主な要望事項は、「国道
234 号の 4 車線化・バイパス整備」と「夕
張川河川整備・長沼頭首工への魚道設置」
です。
　特に、国道 234 号の 4 車線化は、長
年の懸案事項でありますが、道路改築予
算がなかなかつかないということで、国
土交通省からは「国道２３４号の事故危
険交差点 8 カ所の右折レーンの整備等
を行い、最終的に 4 車線化につなげて
はどうか」というアドバイスをいただい
ており、今後も粘り強く要望を続けてま
いります。

　8 月 6 日に、駅前通りに完成した宿泊
施設「くりとまる」の完成披露会に参加
しました。
　昨年 11 月にオープンしたカフェバル

「くりとくら」の建物内に、石井さん、
高橋さんと地域おこし協力隊の井上さ
ん、金谷さんの 4 人が、約 3 週間をか
け手作業で改装したものです。
　栗山町にまた一つ、若者が集い、まち
に「にぎわい」を作る拠点が誕生しま
した。
　4 人が目指す「若者のまちクリヤマ」
の実現に向け、さらに頑張っていただき
たいと思いますし、私も、若い皆さんに
負けないように、栗山の元気とやる気を、
全国に発信してまいりたいと思います。

　８月 12 日には、昨年に続き、日本ハ
ムファイターズのプロアマ交流戦に参
加しました。
　昨年は、試合前の始球式をしましたが、
大暴投をしてしまったことから、今年は、
開会式で両チームの監督に、栗山町特産

のメロンを贈呈させていただきました。
　われらが栗山監督率いるファイター
ズは、現在、下位に低迷し、非常に厳し
い戦いを強いられていますが、終盤戦を
迎えるこれからが本当の勝負です。
　ここ栗山の地で、栗山監督の日本一優
勝パレードができるよう、まち挙げて応
援のエールを届けましょう！

　8 月 19 日には、町内の各界各層代表
の皆さんとともに、北海道教育委員会に
対し、「栗山高校の２間口維持」の要請
活動を行いました。
　北海道の佐藤教育長さんからは、9 月
に決定される栗山高校の募集間口につ
いての言及はありませんでしたが、「北
海道としても、栗山町と連携して、栗山
高校が選ばれる学校、魅力ある学校とな
るよう努力したい。」というお話をいた
だきました。
　現在、栗山高校と町教育委員会が連携
し、精力的に生徒募集活動を展開してい
ますが、これからも、町内唯一の高校存
続に向け取り組んでまいります。

　このような厳しい状況ではあります
が、栗山の子どもたちも頑張っています。
　8 月 6 日に、ピアノコンクール北海道
大会で優秀賞をとり、全国大会に出場す
る栗中 2 年生の上中さんと、継小 2 年
生の棣棠さんが、また、8 月 13 日には、
柔道の中体連全国大会に出場する後藤
未結さんと、北海道代表として、サハリ
ンで行われる国際大会に出場する、弟の
有志さんが、報告に来ていただきました。
　栗山天満宮で購入した「勝守り」を手
渡し、激励しました。
　くりっ子の活躍は、町の誇りであり、
町を一層元気にしてくれます。
　私自身も、頑張る子どもたちに、「ふ
るさとは栗山です！」と胸を張って言っ
てもらえるような、まちづくりをしてい
かなければならないと、決意を新たにし
たところです。

　町民の皆さん、朝晩の寒暖差が激しい
季節となり、寒暖差疲労を感じている方
も多いかと思いますが、体調面には十分
お気をつけてお過ごしください。

くりっ子の頑張りに応えるまちづくりを！こちら
町長室

国土交通省に町単独の要
望書を提出

栗山町長　佐々木　学

ベースボールフェスティ
バルのセレモニーに参加

栗山高校募集間口維持の
要望書を道教育委員会へ
提出

日　程 内　容
9 月 1 日㈰

介護福祉学校祭
くりやまマラソン大会開会式

9 月 3 日㈫
～ 13 日㈮

議会定例会

9 月 4 日㈬
北海道民生委員児童委員連盟
空知支部研修会

【今月の主な動向】
日　程 内　容

9 月 7 日㈯ 北洋栗山はまなすクラブ懇親会

9 月 13 日㈮

さ っ ぽ ろ オ ー タ ム フ ェ ス ト
2019
更生保護女性会研修会

フィンランド留学生帰国報告

※予定ですので変更となる場合があります。

日　程 内　容
9 月 14 日㈯ 衆議院議員稲津久政経セミナー

9 月 24 日㈫
～ 26 日㈭

栗山秋まつり

くりとまる完成披露会で
地域おこし協力隊員と懇
談
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Kuriyama town
7 月 16 日～ 8 月 15 日届出

戸籍のまど

住所 氏名 年齢 月日 世帯主
富 士 幅崎　文雄 79 7/23 本 人
桜丘 2 北野　一義 83 7/27 本 人
中央 3 西岡　幹子 77 7/29 本 人
杵 臼 松本　松治 86 8/1 明 司
中 里 藏田　セツ 90 8/5 本 人
中 里 小田嶋　力 73 8/6 本 人
中 里 丹生　弘明 90 8/10 本 人
中央 2 森田　トミ 94 8/15 本 人
中央 4 加可谷知夫 68 8/15 本 人

おくやみ （敬称略）

人　口　    11,698 人  （－  1）
　男　　 5,417 人  （－12）
    女　　　  6,281 人  （＋11）
世帯数　      5,867 世帯 （+ 3）
※8月1日現在、（　）内は前月比です。

人のうごき

住所 氏名 月日 保護者名
松風 4 橋本　凰

お う り

李 7/14 悠希・千絵美
中央 1 末 永   　 聖

きよら

7/16    歩  ・紗苗
桜 山 藤島令

れ い り

彩璃 7/25 亜希朗・梨紗

おめでた （敬称略）

ご厚意

くりのさとへ

金一封
川田　由幸さん（継立）
白井　明美さん（江別市）

慰　問
月見草の会　（高橋澄子会長）
傾聴ボランティア（日原富士子会長）

泉徳苑・一草庵へ

ボランティア
太田　欣仁さん（松風 2）
ケーナの会

寄　附
カインドネスシオミ薬品
南空知花き生産組合コポロの会
古川果園

町へ
金一封

「総務寄付金」
（まちづくり）

滝谷　優治さん（恵庭市）

社会福祉協議会へ

金一封
吉田　礼子さん（中央３）
森川　恭子さん（中央３）

【問い合わせ】
 　まちの駅　「栗夢プラザ」
　☎ 73-5515　Fax 73-5535
　開館時間  10：00 ～ 17：00

９月のイベント

栗夢プラザ栗夢プラザ栗夢プラザまちの駅

ホール・会議室ご利用のご案内
　サークルや各種団体など、商品の展示会などご利
用をお待ちしています。まずはお気軽にご相談くだ
さい。

大好評！手打ちそばの日（毎週金曜日開催）
※ 30 食限定でなくなり次第終了となります。

消費者協会着物リメーク作品展示
9 月 7 日㈯～ 13 日㈮

栗山秋まつり～栗夢プラザ催し物～
9 月 24 日㈫～ 26 日㈭
町の特産品、おでん・ビール・ジュースなど
の販売
札幌の人気ラーメン店「羅妃焚（ラピタ）」も
出店

KURIMU PLAZA

栗山 Farmer's Marche（毎月第１日曜日開催）
9 月 1 日㈰ 9：30 ～ 11：30
農家さんの新鮮な農産物の朝市
※エコバッグをご持参ください。（袋有料）

健康イベント「健足サロン」
9 月 5 日㈭・19 日㈭ 13：30 ～ 14：30

健康くらぶ
9 月 11 日㈬ 10：30 ～ 12：00
※自由参加ですので申込不要です。



262019.9　広報くりやま   

◆
期　
間   
11
月
１
日
㈮
～
３
日
㈰

◆
場　
所    
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

◆
内　
容   

菊
花
の
展
示
お
よ
び
即
売

第
27
回
く
り
や
ま
音
楽
祭

　
　
　
　
　
出
演
者
募
集
！

◆
展
示
期
間　
10
月
17
日
㈭
～
20
日
㈰

◆
展
示
場
所　
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

◆
展
示
作
品　

　

絵
画
、
文
芸
、
写
真
、
陶
芸
な
ど

◆
出
品
規
定　
未
発
表
の
自
作
品

◆
募
集
期
限　
９
月
４
日
㈬

◆
そ
の
他

　

作
品
は
前
日
の
午
前
10
時
に
各
自
搬
入

◆
申
込
先

　

町
教
育
委
員
会
窓
口
（
総
合
福
祉
セ
ン

　

タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」
内
）

（
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
）　

◆
日　
時　
11
月
２
日
㈯　

午
後
２
時
～

◆
場　
所　
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

（
芸
能
発
表
会
）　　

◆
日　
時

　

11
月
３
日
㈰　

午
前
10
時
半
～

◆
場　
所　
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

◆
内　
容　
詩
吟
、
日
舞
な
ど
の
発
表
会

第
52
回
栗
山
町
芸
能
祭

　
　
カ
ラ
オ
ケ
・
芸
能
発
表
会　

　

大
輪
が
咲
き
誇
る

　
　
第
53
回
栗
山
町
菊
花
展

第
35
回
く
り
や
ま
芸
術
祭

　
　
　
　
　
　
作
品
募
集
！

◆
日    

時　
10
月
26
日
㈯　

午
後
１
時
～

◆
場    

所　
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

◆
内    

容　
町
内
で
活
動
す
る
グ
ル
ー
プ

　

個
人
に
よ
る
ピ
ア
ノ
演
奏
や
合
唱
な
ど

◆
募
集
期
限　
９
月
27
日
㈮

◆
申
込
先

　

町
教
育
委
員
会
窓
口
（
総
合
福
祉
セ
ン

　

タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」
内
）

 

く
り
や
ま
総
合
芸
術
祭

   【
問
い
合
わ
せ
】　

　
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ       

　
☎
�
１
１
１
７   

「                     」
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マナビィに掲載できなかった話題は町ホームページに掲載しています。
【URL】http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/ 栗山町 検索栗山町 検索

　
　
　
ア
ク
リ
ル
を
使
っ
て
カ
ラ
フ
ル
に

　
　

  

工
房
体
験
教
室

町
民
の
創
作
意
欲
を
高
め
、
地

域
の
芸
術
文
化
振
興
を
目
的

と
し
た
工
房
体
験
「
デ
ジ
タ
ル
ア
ク

リ
ル
工
作
体
験
教
室
」
が
あ
さ
ひ

工
房
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
師
に

く
り
や
ま
ク
リ
エ
イ
タ
ー
ズ
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
も
作
品
を
出
展
し
て
い
る

「
Ｓス

ケ

ワ

ー

ク

ス

Ｕ
Ｋ
Ｅ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ
」
の
渡
邊
俊

介
さ
ん
を
迎
え
、
小
学
生
26
人
が
ア
ク

リ
ル
板
を
使
っ
た
ネ
ー
ム
タ
グ
や
ア
ク

セ
サ
リ
ー
を
作
成
し
ま
し
た
。
参
加
し

た
子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
で
考
え
た
デ

ザ
イ
ン
が
レ
ー
ザ
ー
カ
ッ
タ
ー
な
ど
で

作
品
に
仕
上
が
る
様
子
を
う
れ
し
そ
う

に
見
て
い
ま
し
た
。　
　
（
８
月
６
日
）

　
　
　
道
内
の
子
ど
も
た
ち
と
交
流

　
　

   

北
海
道
子
ど
も
キ
ャ
ン
プ

道
内
各
地
で
活
動
す
る
子
ど
も
た

ち
が
一
堂
に
会
し
共
同
生
活
や

自
然
体
験
、
創
作
活
動
な
ど
を
行
う

「
北
海
道
子
ど
も
キ
ャ
ン
プ
」
が
美
瑛

町
の
国
立
大
雪
青
少
年
交
流
の
家
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
全
道
か
ら
小
中
学
生
約

１
８
０
人
が
集
ま
り
、
２
泊
３
日
の
日

程
で
調
理
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

を
行
い
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
参
加
し

た
栗
山
小
学
校
６
年
の
伍
石
心こ

こ
あ愛
さ
ん

は
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
世
界
の
料

理
作
り
を
通
じ
て
た
く
さ
ん
の
友
達
が

で
き
ま
し
た
。
来
年
も
ま
た
参
加
し
た

い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
月
10
～
12
日
）

　
　
　
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
を
学
ぶ

　
　

   

町
民
講
座

町
民
に
多
様
な
学
び
の
機
会
を
提

供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
町

民
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ユ
ー

チ
ュ
ー
バ
ー
を
題
材
に
２
回
に
分
け
て

行
わ
れ
、
１
回
目
は
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー

の
仕
組
み
や
番
組
の
構
成
、
実
際
の
撮

影
体
験
を
行
っ
た
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
安
全
な
使
い
方
に

つ
い
て
の
講
話
を
行
い
、
２
回
目
の
講

座
で
は
、
前
回
作
成
し
た
動
画
を
互
い

に
発
表
し
合
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
受

講
者
は
「
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
生
か
し

て
い
き
た
い
」
や
「
貴
重
な
体
験
が
で

き
た
」
な
ど
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
（
７
月
28
日
・
８
月
５
日
）

　
　
　
暑
さ
に
負
け
ず
記
録
に
挑
戦

　
　

    
ス
イ
ミ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
９
年
く
り
や
ま
ス
イ
ミ
ン

グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
栗
山
水

泳
プ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
57
人
の
小
学
生

が
参
加
し
ま
し
た
。
競
泳
の
部
で
は

参
加
者
た
ち
が
ビ
ー
ト
板
自
由
形
と
平

泳
ぎ
、
自
由
形
の
３
種
目
で
練
習
の
成

果
を
披
露
し
、
１
種
目
で
大
会
新
記
録

が
誕
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
プ
ー
ル
の

上
に
浮
か
べ
た
板
の
上
を
走
り
抜
け
る

「
ど
こ
ま
で
歩
け
る
」
な
ど
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
も
実
施
さ
れ
参
加
者
は
短

い
夏
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
み
ま
し
た
。

■
大
会
新
記
録　
　
　

　

25
メ
ー
ト
ル
自
由
形　

15
秒
75

　

栗
山
小
学
校
４
年　

本
田　

一い

ち

か

智
華

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
月
２
日
）
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ふ
る
里
山
く
り
山
の
米
づ
く
り

参
加
者
募
集
中

◆
日　
時　
９
月
８
日
㈰

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

◆
場　
所　

　

ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
セ
ン
タ
ー

◆
内　
容 　

　

河
川
改
修
・
炭
焼
き
小
屋
整
備

◆
対　
象　
町
民

※
小
学
３
年
生
未
満
は
保
護
者
同
伴

で
す
。

◆
持
ち
物

　

汚
れ
て
も
い
い
服
装
、
長
靴
、
軍
手
、

　

帽
子
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
な
ど

【
問
い
合
わ
せ
】　

　

オ
オ
ム
ラ
サ
キ
館　

☎
�
３
０
０
０

　
　

　
◆
日　
時　
９
月
21
日
㈯
（
３
回
目
）

　

午
前
9
時
～
午
後
３
時

　

予
備
日　

９
月
28
日
㈯

◆
場　
所　

　

ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
セ
ン
タ
ー

◆
内　
容　
稲
刈
り
、き
の
こ
観
察

◆
対　
象　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

※
小
学
４
年
生
未
満
は
保
護
者
同
伴

で
す
。

◆
定　
員　
30
人

◆
参
加
料
（
保
険
料
込
み
）

　

大
人　

２
５
０
０
円　

　

小
人　

２
０
０
０
円

◆
持
ち
物
・
服
装

　

飲
み
物
、
昼
食
、
帽
子
、
タ
オ
ル

軍
手
、
長
靴
、
着
替
え
、
サ
ン
ダ
ル

雨
が
っ
ぱ

◆
申
込
期
限　
９
月
20
日
㈮

◆
申
込
先　
雨
煙
別
小
学
校
コ
カ 

・ 

　

コ
ー
ラ
環
境
ハ
ウ
ス

　

☎
・
FAX
�
１
６
９
６　

　

毎
月
第
２
日
曜
日
は

ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
の
作
業
日

ふ
る
さ
と

然
教
育
通

自

信

VOL.28

栗
山
の
映
像
上
映
会
と
講
演

◆
日　
時　
9
月
21
日
㈯

　
　
　
　
　

午
後
１
時
～
３
時

◆
場　
所　
図
書
館
視
聴
覚
室

◆
内　
容

　
　

昭
和
33
年
に
栗
山
町
内
で
撮

影
さ
れ
た
「
愛
の
ジ
ェ
ッ
ト
機
」、

昭
和
39
年
に
撮
影
さ
れ
た
「
栗
山
町

新
庁
舎
誕
生
」
の
上
映
と
、
栗
山
の

地
域
映
像
ア
ー
カ
イ
ブ
を
考
え
る
講

演
会

◆
講　
師　

　
東
海
大
学
文
学
部
教
授　

水
島
久
光
さ
ん

【
問
い
合
わ
せ
】

　

栗
山
町
史
編
さ
ん
室　

青
木
ま
で

　

☎
�
７
８
２
０　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

休
館
の
お
知
ら
せ

　

非
常
用
発
電
設
備
の
工
事
に
伴

い
、
左
記
の
日
程
で
休
館
し
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
願
い
ま
す
。

◆
日　
程　
９
月
15
日
㈰
～
16
日
㈷

【
問
い
合
わ
せ
】　

　

町
教
育
委
員
会　

☎
�
１
１
１
７
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今
回
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
は
、

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正
式
種
目
で
も
あ
る

「
ボ
ッ
チ
ャ
」
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
ボ
ッ
チ
ャ
っ
て
ど
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
？

　
「
ボ
ッ
チ
ャ
」
と
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
生
ま
れ
た
重
度
脳
性
麻
痺
者
も
し
く

は
同
程
度
の
四
肢
重
度
機
能
障
が
い
者

の
た
め
に
考
案
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
で
、

１
９
８
８
年
ソ
ウ
ル
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

か
ら
正
式
種
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

近
年
で
は
障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、
老
若
男
女
、
誰
で
も
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
ど
ん
な
ル
ー
ル
な
の
？　

　

競
技
は
１
対
１
の
個
人
戦
か
ら
３
対

３
で
行
う
団
体
戦
が
あ
り
ま
す
。

　

ル
ー
ル
は
、
ジ
ャ
ッ
ク
ボ
ー
ル
（
目

標
玉
）
と
呼
ば
れ
る
白
い
ボ
ー
ル
に
、

赤
・
青
の
そ
れ
ぞ
れ
６
球
ず
つ
の
ボ
ー

ル
を
い
か
に
近
づ
け
る
か
を
競
う
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。
ち
な
み
に
、
ボ
ー
ル
は

投
げ
て
も
、
蹴
っ
て
も
、
転
が
し
て
も

Ｏ
Ｋ
で
す
。

　

実
際
に
体
験
し
て
み
て
、
相
手
の

ボ
ー
ル
を
弾
い
た
り
、
自
分
が
優
位
に

立
て
る
よ
う
的
を
弾
い
て
移
動
さ
せ
る

こ
と
も
で
き
る
こ
と
で
、
戦
略
に
頭
を

悩
ま
せ
る
こ
と
も
あ
り
、
思
う
よ
う
に

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
ず
１
球
１
球
笑
い

が
起
こ
り
、
み
ん
な
で
楽
し
め
る
魅
力

に
あ
ふ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
で
し
た
。

　
「
ボ
ッ
チ
ャ
」
の
用
具
は
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
に
あ
り
、
指
導
員
の
富
樫

さ
ん
に
指
導
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き

ま
す
。

　

ぜ
ひ
皆
さ
ん
に
も
体
験
し
て
も
ら

い
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
よ
り
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー　

　

☎
�
６
１
６
１

スポーツ

推進委員   
          が行く !

ボッチャを

紹介します！

○
ボ
ッ
チ
ャ
の
ル
ー
ル

①
最
初
に
赤
チ
ー
ム
が
ジ
ャ
ッ
ク
ボ

ー
ル
（
白
ボ
ー
ル
）
を
投
げ
ま
す
。

②
次
に
同
じ
人
が
赤
ボ
ー
ル
を
投
げ

ま
す
。

③
青
チ
ー
ム
の
誰
か
が
青
ボ
ー
ル
を

投
げ
ま
す
。

④
そ
の
後
は
白
ボ
ー
ル
か
ら
遠
い
方

の
チ
ー
ム
が
ボ
ー
ル
を
投
げ

ま
す
。

⑤
一
方
の
チ
ー
ム
の
投
げ
る
ボ
ー
ル

が
無
く
な
っ
た
場
合
、
も
う
一

方
の
チ
ー
ム
が
連
続
し
て
投
げ

ま
す
。

○
得
点
の
数
え
方

①
最
も
白
ボ
ー
ル
に
近
い
ボ
ー
ル
の

チ
ー
ム
が
勝
ち
で
す
。

②
白
ボ
ー
ル
か
ら
遠
か
っ
た
方
の
チ

ー
ム
の
ボ
ー
ル
の
う
ち
、
白
ボ
ー

ル
に
一
番
近
い
ボ
ー
ル
と
白
ボ
ー

ル
ま
で
の
直
線
を
半
径
と
し
て
白

ボ
ー
ル
を
中
心
と
し
た
円
を
描

き
、
そ
の
中
に
入
っ
て
い
る
勝
っ

た
チ
ー
ム
の
ボ
ー
ル
の
個
数
が
得

点
に
な
り
ま
す
。
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健康ストレッチヨーガ教室
【日 時】 ９月 10 日㈫、24 日㈫　11：00 ～ 12：30

※毎月日時が変動するので受付で確認してください
【内　容】　

　ストレッチに簡単なヨーガを取り入れた教室、ゆっ
たりと体をほぐしてみませんか？

バランスボールピラティス
【日 時】毎週火曜日　全 10 回

 9 月 10 日㈫～ 11 月 12 日㈫　13：30 ～ 14：30
【内　容】

　体に負担が少なく、ヨガと太極拳の要素をあわせ
た体にやさしいピラティス教室です。

いきいき運動教室
【日 時】毎週水曜日　全 10 回

　9 月 11 日㈬～ 11 月 13 日㈬　10：00 ～ 11：00
【内　容】　

　卓球・ミニテニス・バドミントンなどを中心に取り
組みます。初心者や運動に自信の無い方でも安心

ソフトエアロビクス
【日 時】毎週木曜日　全 7 回

　9 月 12 日㈭～ 10 月 24 日㈭　13：00 ～ 14：00
【内　容】

　エアロビクスの基本的なステップからコンビネー
ションまで、爽快に動くタイプの教室です。

ピラティス教室（夜間の部）
【日 時】９月５日㈭、19 日㈭　19：00 ～20：30

※毎月日時が変動するので受付で確認してください
【内　容】　

　体に負担が少なく、ヨガと太極拳の要素をあわせ
た教室。インナーマッスルのエクササイズです。

すこやかストレッチ
【日 時】毎週金曜日　全 10 回

　9 月 13 日㈮～ 11 月 15 日㈮　10：00 ～ 11：00
【内　容】　

　健康増進のためのストレッチ教室。体力に自信の
ない方にオススメです。

【期　間】9 月 10 日㈫～ 11 月 15 日㈮
【場　所】スポーツセンター
【対　象】20 歳以上の町民

　　　　※ピラティス（夜間の部）は女性限定です。
【定　員】各 25 人
【受講料】各教室 1,000 円（入館料含む）

【保険料】1,850 円（任意加入）
【申込方法】スポーツセンター窓口で申込用紙に必要

　　　　　 事項を記入し、受講料を添えて提出
【申込期間】9 月 1 日㈰ 9：00 より窓口受付開始

  　　　　 ※印鑑を持参してください。
【問い合わせ】スポーツセンター　☎ 72-6161

スポーツセンター教室スポーツセンター教室

です。

。

角田ミニブックリサイクル市
図書館で不用になった小説や雑誌、絵本などを無料でお譲りします。
※１人 20 点までです。
◆期　間　９月 12 日㈭～ 10 月 10 日㈭　午後１時～５時　　◆場　所　角田図書室　

「紹介！我が家の読書」ポスター展開催
家族みんなのお気に入りの本、感動する本、面白い本などを絵や文字で紹介したポスターの募集
作品を展示します。
◆期　間　９月３日㈫～ 15 日㈰　　◆場　所　図書館ギャラリー

【問い合わせ】図書館　☎ 72-6055

図書館へ行こう !!図書館へ行こう !!
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　　    かんたん陶芸講座
   初心者の方でもかんたんにできる陶芸体験で
す。トレーを使い２枚のお皿を作ります。
　【開講日】10 月 10 日㈭
　【時　間】10：30 ～ 12：30
　【場　所】カルチャープラザ「Eki」
　【受講料】1,200 円
　【持ち物】エプロン　【定　員】８人
　【講　師】陶工房ゆめみの　

大澤　澄子さん
　【申込締切】９月 30 日㈪

　趣味を広げたい方のための講座です。

お気軽にご参加ください。

楽しく体験 !!

町民ふれあい講座

楽しく体験 !!

町民ふれあい講座

楽しく体験 !!

町民ふれあい講座 【申込先】　カルチャープラザ「Eki」　
【問い合わせ】☎ 73-3333　FAX73-3311

　硬式テニスを始めたい人、始めて間もない人、テニスの基本を
学び楽しみましょう。（ラケットをお持ちの方はご持参ください）

【日　時】　９月 29 日㈰、10 月６日㈰　9：00 ～ 12：00（雨天順延）
【場　所】　農村環境改善センターテニスコート
【対　象】　テニス初心者（子どもは年長以上）
【定　員】　30 人　　【参加料】　無料
【服装等】　運動できる服装・運動靴・タオル・飲み物・着替え
【講　師】　栗山テニス協会　亀田京子さん
【申込期限】　９月 20 日㈮
【申込先・問い合わせ】　カルチャープラザ「Eki」　☎ 73-3333

初心者テニス講習会

  　  体調改善＆貯筋体操講座 
　セルフリンパマッサージとストレッチや体操
で骨盤調整とゆがみを整え、病気になりにくい
健康な体にしましょう。
　【開講日】９月 27 日㈮
　【時　間】10：00 ～ 11：30
　【場　所】南部公民館
　【受講料】200 円
　【持ち物】長いフェイスタオル、５本指靴下
　　　　　（ない方は裸足）、動きやすい服装
　【定　員】20 人
　【講　師】フィットネスインストラクター

大場　杏さん
　【申込締切】９月 20 日㈮

  マーガレット円座の編み物講座
   手編みで花の円座を編みましょう。２回講座です。
　【開講日】10 月 24 日㈭、11 月７日㈭
　【時　間】13：30 ～ 15：30
　【場　所】カルチャープラザ「Eki」
　【受講料】1,500 円
　【持ち物】かぎ針８号・とじ針・はさみ
　【定　員】10 人
　【講　師】鈴木　美智子さん
　【申込締切】９月 30 日㈪

 　　　ハーブの力で風邪・
　　　　インフルエンザ予防講座
  ハーブと精油、植物の力を暮らしの中に取り
入れてセルフケア。道産蜂蜜のハーブハニーや
ブレンドハーブティー作りを楽しみましょう。
　【開講日】10 月６日㈰
　【時　間】13：30 ～ 15：30
　【場　所】カルチャープラザ「Eki」
　【受講料】1,200 円（ハーブティー・お菓子・
　　　　　（お土産付き）
　【持ち物】なし　【定　員】10 人
　【講　師】JAMHA 認定ハーバルセラピスト
　　　　　（佐藤　理香さん
　【申込締切】９月 27 日㈮
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編
集
担
当
者
の

ひ
と
り
ご
と

▼
8
月
は
屋
外
行
事
が
多
く
、

強
い
日
差
し
を
受
け
な
が
ら
の

取
材
で
油
断
し
て
い
た
ら
真
っ

黒
に
日
焼
け
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
見
た
目
は
健
康
的
で
よ
い

の
で
す
が
、
こ
の
年
齢
に
な
る

と
日
焼
け
に
よ
る
シ
ミ
な
ど
が

気
に
な
り
ま
す
。
広
報
く
り
や

ま
6
月
号
に
掲
載
し
た
紫
外
線

対
策
の
記
事
を
読
み
返
し
て
自

己
反
省
し
て
い
ま
す
。  （
小
林
）

▼
タ
マ
ネ
ギ
大
試
食
会
の
取
材

に
行
き
ま
し
た
。
新
品
種
「
ス

マ
イ
ル
ボ
ー
ル
」
の
サ
ラ
ダ
を

試
食
し
ま
し
た
が
、
全
く
辛
み

が
な
く
、
食
べ
や
す
か
っ
た
で

す
。ま
た
、子
ど
も
た
ち
に
は「
さ

ら
さ
ら
レ
ッ
ド
」
の
ス
ー
プ
が

人
気
で
し
た
。
札
幌
な
ど
で
も

販
売
さ
れ
る
と
の
こ
と
な
の
で
、

こ
れ
か
ら
町
外
に
も
フ
ァ
ン
が

増
え
る
と
思
い
ま
し
た
。（
佐
藤
）

▼
暑
く
て
寝
苦
し
か
っ
た
夜
も

い
つ
の
間
に
か
涼
し
く
な
り
、

そ
ろ
そ
ろ
夏
の
終
わ
り
が
見
え

て
来
ま
し
た
。
仕
事
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
自
然
を
満
喫
で
き

る
事
業
が
多
く
あ
り
、
改
め
て

栗
山
町
の
自
然
の
豊
か
さ
に
あ

り
が
た
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
秋
に
か
け
て
は
町
の

文
化
事
業
が
数
多
く
開
催
さ
れ

ま
す
の
で
、
担
当
と
し
て
も
ミ

ス
の
な
い
よ
う
遅
滞
な
く
事
業

を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。　
　
　
　

  （
越
前
谷
）

9月号
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グランプリ「冬の始発・岩見沢行き」
坂本史顕（当別町）　撮影地：JR 栗山駅

季節賞　春
「桜とローカル列車」

柳渡利雄（旭川市）
撮影地：桜丘国道 274 号線沿

季節賞　夏
「雨霧橋より夕張川を臨む」

日野　透（札幌市）
撮影地：国道 234 号線雨霧橋

季節賞　秋
「黄金色の波に乗って」

久野　穣（岩見沢市）
撮影地：旧杵臼小学校

季節賞　冬
「温かな灯」

浅井信孝（札幌市）
撮影地：小林家

準グランプリ「くりやまブルー・秋」
黒坂鈴紀（千歳市）　撮影地：くりやまダム

第 5 回
くりやま景観

フォトコン
入賞作品紹介

栗山の景観の新たな良さを見つけるために開催
された「くりやま景観フォトコン」
応募総数 116 作品の中から選ばれた入賞作品を
ご紹介します。（敬称略）


